
平
塚
市
博
物
館
研
究
報
告
『
自
然
と
文
化
』
第
三
十
二
号
　
抜
刷
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

近
世
中
規
模
河
川
に
お
け
る
治
水
秩
序
と
そ
の
変
容
－
相
模
国
金
目
川
を
事
例
に
－

早
田
旅
人



平塚市博物館研究報告「自然と文化」No．32，p．1～24．2009

近
世
中
規
模
河
川
に
お
け
る
治
水
秩
序
と
そ
の
変
容
－
相
模
国
金
目
川
を
事
例
に
ー

は
じ
め
に

近
世
の
治
水
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
主
に
利
根
川
流
域
な
ど
大
河
川
流
域
が
検
討

対
象
と
さ
れ
、
そ
れ
以
下
の
中
小
河
川
が
検
討
素
材
と
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
貝
塚
和
実
氏
や
榎
本
博
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
名
手
伝
普
請
や
国
役
普
請
を

検
討
の
中
心
と
し
て
き
た
従
来
の
近
世
治
水
史
研
究
の
研
究
状
況
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
身
近
な
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
小
河
川
に
お
け
る
治

水
の
動
向
を
近
世
を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

中
小
河
川
と
い
っ
て
も
地
理
的
条
件
、
領
主
支
配
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
様
態
は
多
様

で
あ
る
が
、
研
究
自
体
が
少
な
い
た
め
、
そ
の
比
較
検
討
や
類
型
化
に
よ
る
全
体
的
な
傾

向
・
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
相
模
国
内
で
み
れ
ば
、
酒
匂
川
に
つ
い
て
は

い
く
つ
か
の
研
究
が
あ
る
が
、
富
士
噴
火
の
被
害
に
と
も
な
う
普
請
の
検
討
が
中
心
で

あ
り
、
近
世
を
通
し
た
治
水
・
普
請
の
動
向
を
扱
っ
た
研
究
は
み
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
か
か
る
研
究
状
況
を
鑑
み
て
、
事
例
の
豊
富
化
の
意
味
も
含
め
、

相
模
国
金
目
川
を
対
象
に
近
世
を
通
し
た
治
水
・
普
請
の
動
向
を
検
討
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
河
川
を
め
ぐ
る
治
水
・
用
水
に
関
す
る
研
究
に
は
幕
府
政
策
史
的
な
観
点

の
ほ
か
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
普
請
組
合
や
用
水
組
合
に
着
目
し
た
地
域
論
の
観
点
か

ら
の
研
究
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
貝
塚
和
実
氏
は
普
請
組
合
の
支
配
と
自
治
の
両
側
面

の
統
一
的
把
握
の
必
要
性
を
主
張
し
、
地
域
的
な
共
同
利
害
が
形
成
さ
れ
る
過
程
で
自
律

的
な
性
格
を
持
ち
始
め
る
普
請
組
合
の
姿
を
描
き
出
し
た
。
ま
た
、
大
塚
英
二
氏
は
村
連

早
　
田
　
旅
　
人
糖

合
に
お
け
る
地
域
・
村
落
間
格
差
に
目
を
向
け
、
上
流
優
先
で
曖
味
な
関
係
を
含
ん
だ
用

水
秩
序
が
下
流
村
々
の
百
姓
成
立
を
求
め
る
人
々
に
よ
る
用
水
争
論
を
経
て
平
等
化
・
個

別
化
へ
向
か
い
、
用
水
組
織
が
よ
り
は
っ
き
り
と
し
た
組
織
体
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
馬
場
弘
臣
氏
も
大
塚
氏
の
提
起
を
受
け
、
用
水
争
論
が
用
水
組

織
を
成
熟
さ
せ
て
い
く
な
か
で
、
村
々
の
個
別
性
が
強
ま
る
一
方
、
組
合
村
と
し
て
の
一

体
性
も
追
求
さ
れ
る
と
い
う
相
反
す
る
状
況
の
同
時
並
行
的
な
進
展
を
指
摘
し
、
そ
う
し

た
状
況
を
止
揚
す
る
た
め
に
も
組
合
村
の
組
織
的
強
化
が
指
向
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
お
い
て
は
、
普
請
組
合
な
り
、
用
水
組
合
な
り
、
治
水
・
用

水
に
か
か
わ
る
在
地
の
組
織
が
活
動
・
争
論
を
通
し
て
自
律
的
な
組
織
と
し
て
成
熟
し
て

い
く
様
子
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
諸
研
究
で
検
討
さ
れ
る
組
織
は
領
主

権
力
が
終
始
編
成
に
関
与
し
て
い
た
り
、
負
担
・
受
益
が
構
成
村
と
一
致
す
る
－
そ
の
割

合
に
異
論
は
あ
っ
て
も
ー
用
水
組
合
で
あ
っ
た
り
と
、
組
織
の
存
在
自
体
は
安
定
的
な
と

こ
ろ
に
そ
の
成
熟
の
基
盤
・
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
検
討
す
る
金
目
川
の
治

水
組
合
は
、
後
述
の
よ
う
に
幕
府
権
力
に
よ
る
関
与
が
途
中
で
絶
え
、
か
つ
、
構
成
村
に

ょ
っ
て
は
そ
の
存
在
意
義
が
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
不
安
定
な
特
徴
を
も
つ
。
そ

の
た
め
、
そ
の
検
討
は
上
記
の
先
行
研
究
の
事
例
と
は
趣
の
異
な
る
組
織
像
を
描
き
出
す

と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
金
目
川
は
、
現
在
の
秦
野
市
蓑
毛
の
春
嶽
山
を
源
流
と
し
て

南
流
し
、
河
口
付
近
で
花
水
川
と
名
を
変
え
、
平
塚
市
唐
ケ
原
で
相
模
湾
に
そ
そ
ぐ
延
長

＊
平
塚
市
博
物
館

キ
ー
ワ
ー
ド
‥
金
目
川
・
金
目
川
通
り
二
十
八
ケ
村
組
合
・
川
除
普
請
・
大
境
・
治
水
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二
一
加
、
流
域
面
積
一
七
七
、
三
平
方
緑
の
二
級
河
川
で
あ
る
。
流
域
は
神
奈
川
県
最
大

の
水
田
稲
作
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
生
産
を
支
え
る
重
要
な
川
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で

は
近
世
に
一
〇
年
に
一
度
の
割
合
で
洪
水
の
記
録
が
残
る
「
荒
川
」
で
も
あ
っ
た
。
流
域

の
支
配
は
近
世
前
期
は
ほ
と
ん
ど
が
幕
領
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
の
地
方
直
し
を
経
て
、
多

く
が
旗
本
領
・
大
名
領
が
微
細
に
入
り
組
む
相
給
地
帯
と
な
る
。

金
目
川
の
治
水
を
検
討
対
象
に
し
た
先
行
研
究
に
は
土
井
浩
氏
、
木
龍
克
己
氏
・
山

崎
執
子
氏
の
研
究
が
あ
る
。
土
井
氏
の
研
究
は
近
世
を
通
じ
た
金
目
川
の
洪
水
や
普
請
、

二
十
八
ケ
村
組
合
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
成
立
、
享
保
期
の
御
入
用
御
普
請
の
停

止
な
ど
、
金
目
川
の
水
害
・
治
水
・
利
水
の
概
要
を
初
め
て
提
示
し
た
基
礎
的
な
研
究
で

あ
る
。
し
か
し
、
治
水
組
合
で
あ
る
二
十
八
ケ
村
組
合
を
「
用
水
組
合
」
と
す
る
な
ど
、

そ
の
性
格
規
定
に
混
乱
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
そ
の
活
動
の
時
期
的
な
質
の
変
化
に
つ
い
て

の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
木
龍
氏
の
研
究
は
金
目
川
の
普
請
を
素
材
と
し
て
い
る

が
、
幕
政
に
お
け
る
御
普
請
の
転
換
や
証
拠
書
物
の
意
味
の
検
討
事
例
と
し
て
扱
わ
れ
て

お
り
、
金
目
川
の
治
水
そ
の
も
の
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
は
な
い
。
山
崎
氏
の
研
究
は

普
請
の
実
施
年
代
を
詳
細
に
年
表
風
に
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
検
討
対
象
は
享
保
期
ま
で

で
あ
る
。
ま
た
、
『
平
塚
市
史
』
も
金
目
川
の
治
水
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
前
記
の
研

究
が
下
敷
き
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
水
準
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。
近
世
金
目
川
の
治

水
史
は
史
料
の
残
存
状
況
が
十
分
で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
と
は
い
え

な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
近
世
初
期
か
ら
二
十
八
ケ
村
組
合
の
史
料
が
み
ら
れ
な
く

な
る
明
治
初
期
ま
で
を
通
し
て
、
金
目
川
の
治
水
を
め
ぐ
る
動
向
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
検
討
に
あ
た
り
普
請
の
形
態
を
、
①
公
儀
普
請
＝
幕
府
が
幕
領
・
藩
領
・
旗
本

領
を
問
わ
ず
自
ら
の
支
出
に
よ
っ
て
お
こ
な
う
も
の
、
②
領
主
普
請
＝
幕
府
は
幕
領
に
、

藩
は
藩
領
に
、
旗
本
は
旗
本
領
に
と
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
が
支
出
し
て
お
こ
な
う
も
の
、
③
大

名
手
伝
普
請
＝
幕
府
が
特
定
の
大
名
に
手
伝
い
を
命
じ
、
幕
領
・
藩
領
・
旗
本
領
を
間
わ

ず
お
こ
な
う
も
の
、
④
自
普
請
＝
村
・
百
姓
が
お
こ
な
う
も
の
、
と
実
施
主
体
に
よ
り
分

類
し
て
分
析
す
る
。

一
近
世
前
期
に
お
け
る
金
目
川
堤
防
の
普
請
状
況

1
　
金
目
川
堤
防
の
由
来
と
天
和
期
以
前
の
御
普
請

近
世
前
期
の
金
目
川
の
治
水
関
係
史
料
は
少
な
い
。
た
だ
、
後
世
に
記
さ
れ
た
写
・
覚

な
ど
か
ら
そ
の
由
来
・
経
緯
が
う
か
が
え
る
。
金
目
川
堤
防
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
享
保

二
〇
年
（
一
七
三
五
）
に
記
さ
れ
た
「
金
目
川
堤
前
々
よ
り
御
入
用
御
普
請
之
覚
」
に
よ

る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

百
弐
拾
八
年
以
前
慶
長
拾
三
年
申
年
大
満
水
仕
、
水
入
之
村
々
百
姓
家
居
梁
迄
水

た
ゝ
え
申
候
由
代
々
申
伝
候
、
其
近
年
　
権
現
様
御
鷹
野
こ
御
成
被
為
遊
候
処
、

（
中
略
）
則
翌
酉
年
中
原
村
こ
御
殿
御
建
被
遊
候
二
付
、
（
中
略
）
右
之
満
水
こ
而

村
々
百
姓
迷
惑
仕
候
儀
不
便
こ
被
為
　
思
召
、
御
慈
悲
を
以
同
酉
年
金
目
村
大
堤
井

川
通
所
々
堤
御
普
請
被
仰
付
被
下
置
候
と
申
伝
候
、
此
故
こ
此
堤
之
儀
を
御
所
様
御

入
国
以
来
之
堤
と
申
来
候

こ
れ
に
よ
る
と
、
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
、
金
目
川
の
洪
水
で
村
々
が
家
居
梁
ま

で
浸
水
し
た
。
そ
の
こ
ろ
付
近
を
鷹
狩
り
に
訪
れ
て
い
た
徳
川
家
康
は
、
洪
水
に
苦
し
む

百
姓
を
不
憫
に
思
い
、
翌
年
、
大
堤
と
川
通
り
の
堤
防
を
普
請
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の

堤
を
「
御
所
様
入
国
以
来
之
堤
」
と
呼
ん
で
い
る
と
い
う
。
な
お
、
『
新
編
相
模
国
風
土

記
稿
』
の
南
金
目
村
の
項
に
は
「
水
除
之
堤
讃
丈
あ
り
、
長
千
五
百
七
十
八
間
の
内
、

三
百
十
八
間
の
所
を
大
堤
と
唱
え
又
御
所
様
堤
と
も
呼
ぶ
」
と
あ
り
、
大
堤
は
「
御
所
様

堤
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
金
目
川
の
堤
防
に
近
世
初
頭
よ
り
幕
府
が
関
与
し
て
い
た
こ
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と
が
う
か
が
え
る
。
近
世
初
頭
は
戦
乱
の
終
焉
に
と
も
な
い
、
生
産
力
の
拡
大
・
安
定
を

目
指
す
幕
藩
領
主
の
主
導
に
よ
る
治
水
・
開
発
事
業
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
当
地
域
で
は
代
官
頭
伊
奈
忠
次
に
よ
る
治
水
事
業
が
確
認
で
き
、
大
場
も
彼
が
主
導

す
る
治
水
・
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
天
和
期
ま
で
の
普

請
の
経
緯
を
「
金
目
川
堤
前
々

よ
り
御
入
用
御
普
請
之
覚
」
　
（
A
）

と
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
　
に
中

原
代
官
成
瀬
五
左
衛
門
が
勘
定

所
に
提
出
し
た
「
相
州
金
目
堤

修
復
御
普
請
人
足
割
に
付
奉
御

窺
候
之
覚
」
　
（
B
）
　
に
よ
り
み
る

と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
八
月

一
五
日
、
洪
水
で
大
場
が
決

壊
、
幕
府
代
官
服
部
惣
左
衛
門

の
見
分
で
幕
領
・
私
領
に
「
郡

役
」
が
命
じ
ら
れ
御
普
請
が
実

施
、
人
足
扶
持
が
下
付
さ
れ

た
。
奉
行
は
服
部
手
代
の
村
上

孫
右
衛
門
・
佐
瀬
仁
兵
衛
で

あ
っ
た
　
（
A
）
。
た
だ
し
、
（
B
）

で
は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）

以
前
は
、
「
私
領
は
一
切
構
不

申
、
御
蔵
入
計
二
両
修
復
仕
来

候
」
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
郡
は
「
中
郡
」
　
で
あ
る
。

②
万
治
三
年
七
月
一
六
日
、
洪
水
で
大
堤
が
決
壊
、
関
東
郡
奉
行
片
桐
貞
昌
の
見
分
で
人

足
扶
持
一
人
に
つ
き
一
升
五
合
を
下
付
さ
れ
御
普
請
が
実
施
さ
れ
た
　
（
A
）
。
た
だ
、

こ
の
と
き
は
「
日
用
（
日
傭
を
用
い
た
請
負
人
に
よ
る
普
請
か
）
」
と
な
り
、
「
御
領
・
私

領
共
に
人
足
一
切
出
シ
不
申
御
普
請
は
成
就
」
し
た
（
B
）
。

③
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
、
南
金
目
・
片
岡
・
飯
島
・
広
川
・
公
所
・
北
大
縄
・
矢
崎
・

北
金
目
の
村
々
が
小
田
原
藩
稲
葉
氏
・
浜
松
藩
青
山
氏
領
に
な
り
、
「
修
復
之
義
領
分

切
こ
罷
成
、
御
蔵
人
は
構
不
申
候
」
と
な
っ
た
（
B
）
。
大
堤
・
柳
堤
・
飯
島
堤
の
金

目
川
の
主
要
な
堤
は
私
領
内
と
な
り
、
そ
の
普
請
は
そ
の
領
内
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

④
寛
文
六
年
七
月
二
八
日
、
洪
水
で
大
堤
が
決
壊
、
中
原
代
官
成
瀬
五
左
衛
門
・
坪
井
次

右
衛
門
が
見
分
し
、
御
入
用
金
が
下
付
さ
れ
御
普
請
が
命
じ
ら
れ
た
（
A
）
。
寛
文
二

年
に
普
請
は
「
領
分
切
」
と
さ
れ
た
が
、
「
悪
水
村
江
川
□
か
け
申
こ
付
」
と
あ
り
、

幕
領
村
々
に
も
被
害
が
出
た
た
め
に
御
普
請
が
発
令
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

「
御
入
用
金
之
内
半
分
水
下
村
々
」
か
ら
出
金
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
水
下

村
々
は
「
達
而
御
訴
訟
申
上
」
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
南
金
目
村

が
「
障
り
二
罷
成
」
り
、
普
請
は
中
止
さ
れ
た
。
以
後
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
九
）
ま

で
普
請
は
中
絶
し
た
（
B
）
。
南
金
目
村
の
　
「
障
り
」
　
の
具
体
的
な
内
容
は
不
明
だ
が
、

南
金
目
村
が
小
田
原
藩
領
に
な
っ
た
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
（
A
）
、
藩
主
の
　
「
承
知
」

が
な
か
っ
た
た
め
と
い
う
。
な
お
、
南
金
目
村
名
主
は
洪
水
見
分
に
訪
れ
た
小
田
原
藩

役
人
に
「
堤
之
儀
ハ
美
濃
守
領
分
こ
而
御
座
候
得
共
、
指
而
田
地
二
損
面
過
分
二
ハ
無

御
座
」
と
上
申
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
藩
と
し
て
は
決
壊
し
て
も
同
村
へ
の
影
響
の

少
な
い
大
堤
に
普
請
費
用
を
出
費
す
る
利
点
を
感
じ
ら
れ
ず
、
普
請
を
承
知
し
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

⑤
寛
文
六
年
以
降
、
御
普
請
が
中
絶
し
た
た
め
、
用
意
水
村
々
と
も
難
儀
し
（
A
）
、
延
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宝
六
年
、
水
留
堤
と
諸
堰
の
御
普
請
実
施
を
願

い
出
た
。
そ
の
結
果
、
水
留
堤
（
水
を
留
め
る
だ

け
の
仮
の
堤
）
　
の
み
御
普
請
が
命
じ
ら
れ
（
B
）
、

翌
延
宝
七
年
、
幕
府
代
官
成
瀬
五
左
衛
門
・
坪
井

次
右
衛
門
・
近
山
与
左
衛
門
の
見
分
で
水
留
堤
が

築
か
れ
た
　
（
A
）
。

こ
の
水
留
堤
普
請
に
つ
い
て
成
瀬
ら
三
代
官
が

勘
定
所
に
提
出
し
た
見
積
に
よ
る
と
、
金
目
川
よ

り
取
水
し
て
い
る
村
々
は
幕
領
が
一
二
ケ
村
、
小

田
原
藩
領
・
浜
松
藩
領
が
八
ケ
村
で
、
相
給
に
よ

る
重
複
を
除
き
計
一
九
ケ
村
で
あ
っ
た
【
表
1
】
。

そ
し
て
、
両
港
と
相
談
し
て
高
割
で
幕
領
よ
り

四
三
九
六
人
、
小
田
原
藩
領
・
浜
松
藩
領
よ
り
二
五
五
二
人
の
人
足
動
員
が
割
付
け
ら

れ
た
。
た
だ
、
幕
領
か
ら
の
人
足
は
「
代
官
所
中
郡
領
在
々
よ
り
為
出
道
可
申
候
」
と

あ
り
、
一
人
一
日
五
合
の
扶
持
米
が
下
さ
れ
、
取
水
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
中
郡
の
幕
領

村
々
か
ら
郡
役
と
し
て
動
員
さ
れ
た
（
B
）
。

⑥
延
宝
八
年
閏
八
月
六
日
、
洪
水
で
水
留
堤
ほ
か
所
々
が
決
壊
し
た
（
A
）
。
用
水
方
・

悪
水
方
と
も
一
同
連
判
で
普
請
を
願
い
上
げ
、
村
瀬
伊
左
衛
門
・
設
楽
長
兵
衛
・
坂
部

三
左
衛
門
が
見
分
し
、
四
三
〇
両
余
の
御
入
用
金
が
下
付
さ
れ
、
公
儀
普
請
が
実
施
さ

れ
た
。
奉
行
は
成
瀬
手
代
平
田
伝
左
衛
門
・
坪
井
手
代
須
田
久
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
こ

の
と
き
も
「
日
用
」
と
な
り
幕
領
・
私
領
と
も
一
切
人
足
を
出
さ
な
か
っ
た
（
B
）
。

⑦
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
、
柳
堤
・
飯
島
堤
が
破
損
し
、
御
普
請
の
際
、
人
足
を
幕
領
・

私
領
と
も
高
割
で
割
付
け
た
。
し
か
し
、
幕
領
村
々
は
朝
鮮
人
来
朝
に
よ
り
人
馬
を
多

く
道
中
に
出
し
て
お
り
御
普
請
に
支
障
が
あ
る
旨
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
代
官
坪
井
治
右

衛
門
は
水
下
以
外
の
幕
領
村
々
に
も
助
人
足
を
命
じ
た
（
B
）
。

2
　
近
世
前
期
に
お
け
る
普
請
の
特
徴

以
上
、
天
和
期
ま
で
の
金
目
川
普
請
の
経
緯
を
み
た
。
万
治
三
年
以
前
の
郡
役
賦
課
範

囲
に
つ
い
て
は
幕
領
・
私
領
横
断
的
と
も
、
幕
領
の
み
と
も
さ
れ
、
実
態
は
不
明
で
あ
る

が
、
近
世
初
頭
は
取
水
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
「
郡
役
」
で
人
足
動
員
さ
れ
、
幕
府
か
ら

の
扶
持
米
・
入
用
金
に
よ
る
公
儀
普
請
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
堤
防
の
所
在
地
に
私
領
が
設
定
さ
れ
る
と
、
そ
の
普
請
に
は
領
主
の
承
認
が

必
要
と
さ
れ
た
。
寛
文
六
年
に
幕
府
代
官
が
大
場
の
普
請
入
用
金
の
半
分
を
水
下
村
々
に

求
め
た
際
、
大
堤
が
所
在
す
る
南
金
目
村
の
領
主
小
田
原
藩
は
「
障
り
」
を
申
し
立
て
、

以
後
二
二
年
間
普
請
が
中
絶
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
幕
府
代
官
の
入
用
金

負
担
要
求
の
対
象
が
、
郡
で
は
な
く
「
水
下
村
々
」
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
す
な

わ
ち
、
金
目
川
か
ら
取
水
す
る
村
々
が
出
費
の
負
担
範
囲
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
延
宝
七
年
の
普
請
で
は
入
用
金
・
扶
持
米
・
建
築
資
材
や
人
足
動
員
が
領
主

ご
と
に
高
割
で
賦
課
さ
れ
る
「
御
入
用
高
割
」
の
領
主
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。
寛
文
六
年

以
来
の
御
普
請
発
令
で
あ
り
、
御
普
請
再
開
に
あ
た
り
幕
府
代
官
と
藩
の
間
で
普
請
の
あ

り
方
に
つ
い
て
何
ら
か
の
取
決
め
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
普
請
で
幕
領
に
賦
課

さ
れ
る
人
足
は
、
取
水
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
郡
内
の
幕
領
村
々
か
ら
大
助
高
を
基
準
に

郡
役
で
動
員
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
郡
役
の
賦
課
範
囲
は
幕
領
・
私
領
横
断
的
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
確
に
幕
領
に
限
定
さ
れ
、
郡
役
は
幕
領
の
取
水
村
の
負

担
を
中
郡
の
幕
領
村
全
体
に
分
散
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
和
二
年
の

郡
役
で
は
朝
鮮
人
来
朝
の
人
馬
負
担
に
よ
る
御
普
請
へ
の
支
障
が
取
水
村
々
よ
り
訴
え
ら

れ
て
か
ら
助
人
足
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
人
足
動
員
は
ま
ず
取
水
村
々
に
か
け
ら
れ
、
そ

の
村
々
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
た
際
に
郡
役
が
発
令
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
堤
防
普
請
は
基
本
的
に
幕
府
が
統
括
し
た
と
い
え

る
が
、
費
用
か
ら
み
れ
ば
初
期
は
「
御
入
用
金
」
に
よ
る
公
儀
普
請
で
あ
っ
た
が
、
延
宝

期
よ
り
「
御
入
用
高
割
」
に
よ
る
領
主
普
請
が
み
ら
れ
る
と
い
う
変
化
が
う
か
が
え
る
。



【図2】金目川通り二十八ケ村組合
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こ
の
背
景
に
は
、
近
世
初
期
に
は
幕
領
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
金
目
川
流
域
村
々
に
、
寛

永
の
地
方
直
し
を
経
て
私
領
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
と
く
に
寛
文
期
の
藩
領

の
設
定
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

つ
ぎ
に
、
人
足
負
担
の
あ
り
方
を
み
る
と
、
当
初
、
幕
領
・
私
領
横
断
的
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
郡
役
賦
課
対
象
は
明
確
に
幕
領
の
み
と
な
っ
て
い
き
、
そ
れ
も
、
「
水
下
村
」

＝
取
水
村
の
負
担
が
過
重
と
な
っ
た
と
き
に
賦
課
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
寛
文

六
年
の
幕
府
代
官
に
よ
る
普
請
入
用
金
の
負
担
要
求
や
、
水
下
村
一
九
ケ
村
へ
高
割
で
人

足
動
員
が
賦
課
さ
れ
た
1
幕
領
の
水
下
村
へ
の
賦
課
分
に
つ
い
て
は
幕
領
全
体
へ
の
郡
役

で
動
員
さ
れ
た
が
－
延
宝
七
年
の
水
留
堤
御
普
請
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
足
は
「
水
下

村
」
＝
取
水
村
が
負
担
す
る
と
い
う
「
受
益
者
負
担
の
論
理
」
と
で
も
い
え
る
傾
向
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

な
お
、
万
治
三
年
・
延
宝
八
年
の
普
請
は
公
儀
普
請
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
日
用
」
を

使
う
こ
と
で
幕
領
・
私
領
と
も
人
足
を
出
さ
ず
に
済
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
大
破

損
之
節
ハ
度
々
従
御
公
儀
様
御
入
用
金
子
被
下
置
、
御
日
用
を
以
御
普
請
」
と
す
る
史
料

が
あ
り
、
堤
防
大
破
時
の
公
儀
普
請
に
は
し
ば
し
ば
「
日
用
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
。
特
に
被
害
が
甚
大
で
百
姓
の
手
が
回
ら
な
い
場
合
に
村
々
か
ら
「
日
用

を
以
御
普
請
被
遊
候
」
　
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

所
・
小
鍋
島
の
四
ケ
村
が
動
員
を
拒
否
し
、
残
り
二
四
ケ
村
と
争
論
に
な
っ
た
。

四
ケ
村
が
人
足
動
員
を
拒
否
し
た
の
は
「
自
分
之
村
々
田
地
高
ク
候
而
、
金
目
川
之
水

不
流
来
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
検
使
を
派
遣
し
、
測
量
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
「
四
ケ
村
地
低
こ
而
金
目
川
可
流
来
儀
慎
二
相
見
江
候
」
　
こ
と
が
判
明
し
た
。

金
目
川
の
水
が
鈴
川
を
経
て
四
ケ
村
へ
流
入
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を

受
け
、
同
年
八
月
、
四
ケ
村
へ
他
村
と
同
様
に
普
請
人
足
を
勤
め
る
こ
と
を
命
じ
、
名
主

二
　
近
世
的
治
水
秩
序
の
成
立

1
　
金
目
川
通
二
十
八
ケ
村
組
合
の
成
立

貞
享
元
（
天
和
四
）
年
（
一
六
八
四
）
春
、
大
堤
か
ら
飯
島
・
寺
田
縄
堤
に
い
た
る
金

目
川
の
所
々
が
破
損
し
、
水
下
用
悪
水
村
々
は
高
割
で
御
用
人
足
を
出
し
て
修
復
す
る
よ

う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
人
足
動
員
を
命
じ
ら
れ
た
村
々
は
二
八
ケ
村
で
あ
っ
た
が
、

同
年
二
月
、
二
八
ケ
村
の
う
ち
鈴
川
を
隔
て
た
最
東
端
に
位
置
す
る
下
島
・
打
間
木
・
城
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を
禁
獄
に
処
す
る
評
定
所
の
裁
許
が
下
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
金
目
川
堤
防
は
「
弐
拾
八
ケ

村
御
普
請
所
こ
相
極
り
」
、
金
目
川
通
り
二
十
八
ケ
村
組
合
が
成
立
し
た
。
金
目
川
の
水

を
取
水
す
る
村
が
堤
防
普
請
の
義
務
を
負
い
、
そ
の
村
が
二
八
ケ
村
と
決
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
以
後
、
「
御
修
復
之
儀
は
年
々
廿
八
ケ
村
に
て
相
勤
候
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
金
目

川
通
り
の
堤
防
普
請
は
こ
の
枠
組
み
が
前
提
と
な
っ
た
。

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
の
水
留
堤
御
普
請
で
は
取
水
村
は
一
九
ケ
村
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
裁
許
以
前
の
取
水
村
々
の
範
囲
は
流
動
的
で
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
が
、
測
量
調
査
を
踏
ま
え
て
明
確
に
二
八
ケ
村
と
し
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
こ

の
裁
許
の
意
義
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
大
堤
が
所
在
す
る
南
金
目
村
は
二
十
八
ケ
村
組
合

に
は
入
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
貞
享
元
年
の
堤
普
請
に
あ
た
り
、
幕
領
の
取
水
村
々
は
「
御
領
所
水

下
江
者
、
中
郡
惣
御
蔵
入
中
之
大
助
高
二
而
、
郡
役
御
普
請
こ
被
仰
付
被
下
候
様
」
願
い

出
て
い
た
。
彼
ら
と
し
て
は
従
来
の
郡
役
に
よ
る
人
足
動
員
で
自
ら
の
負
担
軽
減
を
図
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
評
定
所
の
判
断
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

相
州
金
目
大
堤
、
同
柳
堤
、
飯
島
・
寺
田
縄
堤
、
広
川
前
岡
九
ケ
郷
堤
所
々
破
損
修

復
御
普
請
人
足
之
義
、
御
領
・
私
領
共
こ
用
水
・
悪
水
請
候
分
、
廿
八
ケ
村
高
割
こ

而
出
之
御
普
請
仕
候
等
こ
候
、
然
上
ハ
、
御
蔵
入
分
も
郡
役
こ
人
足
出
さ
セ
候
義
如

何
候
問
、
今
度
公
事
裁
許
之
通
り
、
右
之
川
筋
普
請
之
義
ハ
廿
八
ケ
村
切
二
仕
立
候

様
こ
向
後
可
被
相
心
得
候
、
以
上

す
な
わ
ち
、
今
回
の
裁
許
で
二
十
八
ケ
村
組
合
が
成
立
し
た
の
で
普
請
は
二
八
ケ
村
で

実
施
し
、
他
村
へ
の
郡
役
動
員
は
認
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
金
目
川
堤

防
の
普
請
は
純
粋
に
幕
領
・
私
領
と
も
取
水
す
る
村
々
だ
け
の
人
足
負
担
と
な
っ
た
。
幕

領
の
取
水
村
々
と
し
て
は
二
十
八
ケ
村
組
合
の
成
立
が
裏
目
に
出
た
と
い
え
る
が
、
金
目

川
か
ら
取
水
す
る
村
が
堤
防
普
請
の
義
務
を
負
う
と
す
る
「
受
益
者
負
担
の
論
理
」
が
貫

徹
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
二
十
八
ケ
村
組
合
の
成
立
と
郡
役
の
廃
止
と

い
う
金
目
川
堤
防
の
治
水
・
普
請
秩
序
が
成
立
し
た
。
こ
の
貞
享
元
年
の
普
請
で
は
大

堤
・
柳
堤
・
飯
島
寺
田
縄
堤
・
広
川
前
九
ケ
郷
水
門
堤
が
対
象
と
さ
れ
、
竹
一
九
五
三
八

本
、
杭
木
一
五
七
〇
本
、
人
足
八
二
六
五
人
一
分
の
目
論
見
帳
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
を

二
八
ケ
村
の
幕
領
・
私
領
ご
と
に
高
劃
し
負
担
が
決
め
ら
れ
た
。
幕
領
に
は
竹
と
杭
木
が

幕
府
よ
り
下
付
さ
れ
た
。

な
お
、
貞
享
三
年
六
月
四
日
に
も
大
堤
が
決
壊
し
、
御
入
用
金
二
二
〇
両
余
で
御
普
請

が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
南
金
目
村
内
の
金
目
川
の
川
幅
が
狭
く
、
大
堤
の
支
障
に

な
る
と
し
て
川
幅
拡
張
工
事
も
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
工
事
で
拡
張
さ
れ
た
川
幅

は
後
年
の
基
準
と
し
て
絵
図
（
川
幅
改
定
絵
図
）
に
記
録
さ
れ
、
後
に
御
普
請
所
の
証
拠

書
物
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
後
述
）
。

2
　
元
禄
地
震
と
流
路
の
変
更

元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
　
二
月
、
南
関
東
で
大
地
震
が
発
生
し
、
金
目
川
周
辺
は

「
家
居
不
残
潰
レ
、
田
畑
大
分
普
請
所
多
ク
」
な
る
被
害
を
受
け
、
金
目
川
も
「
地
震
以

来
川
瀬
大
分
高
罷
成
、
少
シ
之
水
こ
も
堤
押
切
」
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
宝
永
元
（
元
禄
一
七
）
年
六
月
二
七
日
～
七
月
三
日
に
、
大
堤
・
柳
堤
・

片
岡
堤
・
寺
田
縄
堤
・
広
川
堤
が
洪
水
で
決
壊
し
た
。
こ
の
年
の
春
、
二
八
ケ
村
で
は

一
〇
〇
石
に
つ
き
人
足
三
〇
人
の
割
合
で
堤
の
普
請
を
実
屈
し
て
い
た
が
、
今
回
の
大
破

を
受
け
て
幕
府
に
御
入
用
金
の
下
付
と
「
御
日
用
」
に
よ
る
御
普
請
を
願
い
出
た
。
幕
府

は
五
〇
〇
貫
文
を
下
付
し
て
水
留
御
普
請
を
お
こ
な
い
、
幕
領
へ
は
田
地
開
発
金
も
下
付

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
二
年
春
に
一
人
に
つ
き
一
匁
二
分
五
厘
の
人
足
賃
銀
が
下
さ
れ
、

本
堤
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
同
年
六
月
、
再
び
所
々
の
堤
防
が
決
壊
し
、
民
家
ま
で
浸
水
す
る
洪
水
が
発

生
し
た
。
頻
発
す
る
洪
水
に
対
し
て
二
八
ケ
村
で
は
、
幕
府
に
堤
防
の
御
普
請
と
と
も
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に
、
川
の
渡
藻
工
事
を
願
い
出
た
。
こ
れ
を
受
け
、
閏
九
月
、
幕
府
代
官
平
岡
三
郎
右
衛

門
・
小
長
谷
勘
左
衛
門
が
見
分
、
一
〇
月
に
平
岡
手
代
山
下
喜
蔵
・
野
沢
藤
八
、
小
長
谷

手
代
林
小
助
・
東
村
源
助
が
目
論
見
を
作
成
し
、
翌
宝
永
三
年
二
月
、
渡
藻
工
事
で
は
な

く
川
幅
拡
幅
と
筋
替
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
川
筋
は
入
野
・
長
持
・
友

牛
・
南
原
に
か
け
て
長
八
三
〇
間
の
流
路
に
変
え
ら
れ
た
。
幕
府
は
一
時
的
な
堤
防
普
請

や
凌
藻
で
は
な
く
、
川
幅
拡
張
と
筋
替
工
事
に
よ
る
抜
本
的
な
解
決
を
考
え
た
と
思
わ
れ

（43）

る。

3
　
用
水
秩
序
の
成
立

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
、
北
金
目
村
が
片
岡
・
南
金
目
・
矢
崎
・
西
海
地
・
大
畑
の

五
ケ
村
へ
大
堤
玖
樋
の
普
請
入
用
の
拠
出
を
求
め
て
争
論
と
な
っ
た
。
五
ケ
村
は
入
用
の

拠
出
を
拒
否
し
た
が
、
代
官
が
見
分
し
「
弥
右
衛
門
堀
」
を
築
留
し
た
と
こ
ろ
渇
水
し

た
。
そ
の
た
め
、
広
川
村
庄
左
衛
門
ら
の
仲
裁
で
築
留
を
撤
去
し
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）

年
六
月
、
五
ケ
村
は
引
水
反
別
に
応
じ
て
玖
樋
入
用
と
人
足
を
出
す
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
争
論
解
決
を
受
け
て
、
翌
七
月
、
金
目
川
通
り
の
一
七
の
堰
の
取
水
村
と
取
水
面

積
、
分
水
量
が
取
決
め
ら
れ
た
。
地
震
や
筋
替
に
よ
る
水
流
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
改
め

て
用
水
秩
序
を
確
認
・
確
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
各
堰
か
ら
の

取
水
村
が
明
確
化
し
た
こ
と
で
、
取
水
村
々
で
構
成
さ
れ
る
用
水
組
合
も
明
確
化
さ
れ
た

と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
取
決
め
は
以
後
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
ま
で
変
化
は

（46）

な
か
っ
た
。

貞
享
元
年
～
宝
永
四
年
の
約
二
〇
年
を
通
し
て
、
金
目
川
通
り
に
お
け
る
治
水
秩
序
と

用
水
秩
序
が
成
立
し
た
。
以
後
、
基
本
的
に
こ
の
秩
序
は
近
世
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
こ
の
時
期
は
金
目
川
に
お
け
る
近
世
的
治
水
・
用
水
秩
序
の
成

立
期
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
間
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に
地
方
直
し
が
実
施
さ

れ
、
金
目
川
流
域
の
多
く
の
村
々
が
旗
本
・
小
大
名
の
相
給
領
と
な
っ
た
。

≠

三
　
宝
永
富
士
噴
火
と
河
川
筋
替

1
　
宝
永
の
花
水
川
河
口
筋
替

金
目
川
の
用
水
秩
序
成
立
直
後
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
　
二
月
二
三
日
、
富
士
山

が
噴
火
し
、
金
目
川
付
近
は
「
川
通
埋
り
、
田
畑
家
居
迄
砂
押
上
迷
惑
仕
候
」
と
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
。
村
々
は
幕
府
へ
凌
漠
工
事
を
願
い
、
翌
年
正
月
、
幕
府
代
官
平
岡
三
郎

右
衛
門
の
手
代
ら
が
見
分
、
四
月
か
ら
岡
山
藩
に
御
手
伝
普
請
が
命
じ
ら
れ
、
入
札
の
う

え
大
津
屋
五
兵
衛
・
河
内
屋
三
右
衛
門
に
よ
る
凌
藻
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
翌
宝
永
六
年
、
再
び
川
が
埋
も
れ
、
八
月
か
ら
浜
松
藩
に
御
手
伝
普
請
が
命

じ
ら
れ
た
。
た
だ
、
こ
の
時
は
凌
漠
だ
け
で
な
く
、
下
流
で
湾
曲
し
て
い
た
花
水
川
を
直

線
化
す
る
筋
替
工
事
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
筋
背
は
、
六
月
に
寺
社
奉
行
に
提
出
さ
れ
た

高
麗
寺
の
願
書
に
よ
る
と
「
新
川
余
村
よ
り
奉
願
候
様
こ
風
聞
こ
承
候
」
と
あ
り
、
「
余

村
」
、
お
そ
ら
く
上
流
村
々
か
ら
の
発
案
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
筋
哲
で
寺
領
が
分
断
さ
れ

る
高
麗
寺
は
筋
替
工
事
の
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
。
一
〇
月
、
南
北
金
目
村
は
川
下
村
々

が
「
金
目
大
堤
切
破
り
、
北
金
目
村
田
地
之
内
え
水
御
廻
し
、
金
目
川
干
形
」
に
す
る
願

い
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
反
対
の
願
書
を
出
し
た
。
筋
替
を
め
ぐ
る
川
上
と
川
下

の
村
々
の
激
し
い
対
立
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
結
局
、
高
麗
寺
村
を
分
断
す
る
花

水
川
河
口
の
筋
替
工
事
が
実
施
さ
れ
、
宝
永
七
年
三
月
に
完
工
し
た
。

2
　
享
保
の
新
川
・
新
堀
の
開
削
と
新
た
な
組
合
の
結
成

宝
永
富
士
噴
火
の
影
響
は
そ
の
後
も
続
い
た
。
山
下
・
徳
延
・
松
延
・
河
内
・
南
原
の

五
ケ
村
は
、
降
砂
の
影
響
に
よ
り
「
田
地
水
腐
、
殊
こ
村
内
家
屋
敷
へ
水
湛
、
住
居
難

成
」
と
し
て
幕
府
に
見
分
を
願
っ
た
。
そ
の
結
果
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
、
山
下
村

地
内
へ
長
五
〇
〇
間
の
「
悪
水
落
堀
」
の
開
削
と
こ
れ
に
沿
っ
た
水
除
堤
の
普
請
が
公
儀

普
請
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
幕
府
は
こ
こ
を
御
普
請
所
に
指
定
し
て
「
常
々
大
切
こ
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【図3】五ケ村組合

相
守
、
大
破
無
之
内
御
修
復
相
願
候
様
」
命
じ
、
「
五
ケ
村
組
合
」
を
結
成
さ
せ
た
【
図

3
】
。
従
来
、
こ
の
御
普
請
は
川
幅
拡
張
工
事
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
示
す
史
料
は

存
在
せ
ず
、
「
悪
水
落
堀
」
　
の
掘
削
と
水
除
堤
の
設
置
が
御
普
請
の
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
金
目
川
・
鈴
川
・
玉
川
の
三
川
合
流
地
点
で
も
降
砂
が
溜
ま
り
、
「
正
徳
二
辰

ノ
年
よ
り
享
保
六
丑
ノ
年
迄
拾
ヶ
年
、
入
野
村
・
長
持
村
・
豊
田
三
分
（
本
郷
・
小
嶺
・

宮
下
）
・
平
等
寺
村
・
打
間
木
村
、
此
七
ケ
村
田
畑
ハ
不
申
及
、
上
居
屋
鋪
迄
一
面
こ
水

湛
候
内
、
平
塚
定
助
御
役
人
馬
井
出
作
之
義
、
隣
村
へ
百
姓
最
合
こ
作
船
作
り
立
通
路
仕

候
」
と
湖
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
享
保
六
年
、
こ
の
七
ケ
村
の
　
「
御
救
」
　
の
た
め
、
三
川
合
流
地
点
か
ら
南
原

村
地
内
に
長
五
五
〇
間
の
　
「
水
抜
仮
川
」
を
掘
る
公
儀
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。
工
事
は

金
目
川
の
湛
水
場
を
「
水
抜
仮
川
」
　
を
掘
っ
て
水
を
抜
い
た
う
え
で
凌
藻
し
、
そ
の
後

「
水
抜
仮
川
」
を
埋
め
戻
し
て
元
に
戻
す
計
画
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
水
抜
仮
川
」
を

掘
っ
た
と
こ
ろ
で
費
用
が
一
万
両
も
か
か
り
、
二
、
三
年
の
う
ち
に
川
上
に
残
る
砂
で
再

び
川
が
埋
ま
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
翌
年
、
こ
の
仮
川
を
拡
幅
し
、
長
五
七
〇

間
の
　
「
永
川
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
金
目
川
と
鈴
川
・
玉
川
の
合
流
点

を
南
下
さ
せ
る
新
た
な
川
筋
で
あ
る
玉
川
新
川
が
生
ま
れ
た
。

も
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
南
原

村
は
勘
定
奉
行
に
玉
川
新
川

の
　
「
永
川
御
免
」
を
願
い
出

た
。
そ
の
結
果
、
幕
府
は
南

原
村
一
村
全
域
を
幕
領
に
編

入
し
て
川
敷
潰
地
の
地
代
金

を
下
付
す
る
と
と
も
に
、
懸

渡
井
・
悪
水
吐
・
土
橋
・
川

除
な
ど
を
設
置
し
、
そ
の
す

べ
て
を
「
御
入
用
御
普
請

所
」
に
指
定
し
た
。
さ
ら
に
、
南
原
村
と
前
述
の
七
ケ
村
で
「
八
ケ
村
組
合
」
を
結
成
さ

せ
、
こ
の
場
所
と
金
目
川
通
り
の
修
復
に
あ
た
ら
せ
た
【
図
4
】
。

こ
れ
ら
の
筋
替
・
御
普
請
に
よ
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
金
目
川
の
流
路
が
形
成
さ
れ
、
「
五
ケ

村
組
合
」
・
「
八
ケ
村
組
合
」
と
い
う
新
た
な
堤
防
修
復
・
維
持
組
織
も
結
成
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
組
合
も
、
二
八
ケ
村
組
合
同
様
、
幕
府
の
御
普
請
を
契
機
に
幕
府
の
指
示
に
よ
り

結
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
普
請
で

は
南
原
村
内
に
玉
川
新
川

が
流
れ
る
こ
と
と
な
り
、

同
村
で
は
洪
水
被
害
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
た
。
ま

た
、
村
高
二
八
〇
石
余
の

う
ち
幕
領
は
六
四
石
し
か

な
く
、
後
年
に
御
普
請
が

実
施
さ
れ
な
く
な
る
不
安

四
　
享
保
以
降
の
普
請
1
御
普
請
の
停
止

1
　
享
保
期
の
普
請

近
世
を
通
じ
た
金
目
川
通
り
の
普
請
を
【
表
2
】
で
み
る
と
、
享
保
期
ま
で
は
幕
府
役

人
の
御
普
請
所
見
分
と
幕
府
統
轄
下
で
の
御
普
請
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
七
月
に
長
さ
四
〇
間
余
に
わ
た
り
決
壊
し
た
大
堤

で
は
、
二
月
に
村
々
が
「
御
公
儀
様
御
入
用
を
以
御
普
請
」
を
願
い
出
て
、
翌
年
に
代

官
江
川
太
郎
左
衛
門
・
川
原
清
兵
衛
の
手
代
ら
に
よ
り
御
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
こ
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ろ
の
普
請
は
「
小
破
之
分
ハ
地
頭
所
よ
り
入
用
被
下
、
格
別
大
破
之
節
者
御
願
之
上
御
入

用
御
普
請
被
仰
付
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、
小
破
は
領
主
普
請
、
大
破
は
公
儀
普
請
と
の
区

別
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
享
保
期
に
頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い
る
御
入
用
御
普
請
＝
公
儀
普
請
の
多
く
は

五
ケ
村
組
合
・
八
ケ
村
組
合
御
普
請
所
の
御
普
請
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
々
の
多
く
が

幕
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
で
大
堤
等
の
二
十
八
ケ
村

組
合
普
請
所
の
御
普
請
例
は
少
な
い
。

そ
し
て
、
享
保
期
を
過
ぎ
る
と
御
普
請
の
記
録
自
体
が
急
減
す
る
。
こ
の
具
体
的
な
理

由
は
不
明
だ
が
、
幕
府
が
普
請
経
費
削
減
の
た
め
御
普
請
所
と
自
普
請
所
を
明
確
化
し
、

代
官
に
各
地
の
普
請
の
先
例
調
査
を
迫
っ
た
享
保
一
七
、
一
八
年
の
幕
府
申
渡
が
背
景
に

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
出
の
享
保
二
〇
年
の
「
金
目
川
堤
前
々
よ
り
御
入
用
御

普
請
之
覚
」
は
こ
の
先
例
調
査
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
結
果
、

大
堤
な
ど
二
十
八
ケ
村
組
合
普
請
所
は
御
普
請
所
と
認
め
ら
れ
ず
、
御
普
請
が
実
施
さ
れ

な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
八
ケ
村
組
合
の
御
普
請
所
で
は
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
、
幕
府
が
私
領
村
々

に
対
し
て
「
古
来
ハ
水
腐
困
窮
こ
付
御
入
用
差
別
な
く
被
下
候
義
と
相
聞
へ
候
、
其
後
水

腐
相
止
候
上
ハ
私
領
方
へ
出
金
被
仰
付
候
義
難
計
旨
」
を
通
告
し
た
。
つ
ま
り
、
八
ケ
村

組
合
の
村
々
は
長
い
間
「
水
腐
」
地
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
幕
府
は
「
御
救
」
と
し
て

幕
領
・
私
領
差
別
な
く
費
用
を
出
金
す
る
公
儀
普
請
を
実
施
し
て
い
た
が
、
「
水
腐
」
が

な
く
な
っ
た
と
し
て
以
後
の
私
領
村
へ
の
出
金
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

普
請
所
も
文
政
期
ま
で
関
係
史
料
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

2
　
御
普
請
停
止
後
の
普
請

享
保
末
期
の
御
普
請
停
止
以
後
、
金
目
川
堤
防
の
普
請
は
停
滞
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
時

期
の
普
請
関
係
史
料
の
残
存
数
の
減
少
と
い
う
形
で
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
二
十
八
ケ

村
組
合
の
活
動
自
体
も
停
滞
し
た
よ
う
で
あ
る
。

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
一
〇
月
、
南
北
金
目
村
は
道
中
奉
行
へ
助
郷
休
役
を
願
い
出

た
。
そ
の
願
書
の
な
か
で
享
保
一
九
年
か
ら
宝
暦
元
年
ま
で
四
回
決
壊
し
た
柳
堤
に
つ

い
て
、
「
近
年
御
入
用
御
普
請
之
儀
も
不
被
　
仰
付
、
弐
拾
八
ケ
村
助
合
も
無
御
座
候
こ

付
、
先
年
よ
り
被
　
仰
付
候
堤
川
除
も
押
崩
、
随
分
自
普
請
仕
候
」
と
訴
え
、
大
場
に
つ

い
て
も
「
近
年
御
入
用
も
不
被
　
下
置
、
組
下
弐
拾
八
ケ
村
助
合
も
相
破
れ
、
困
窮
之

百
姓
数
年
自
普
請
二
仕
候
」
と
訴
え
て
い
た
。
幕
府
か
ら
の
「
御
入
用
」
が
下
付
さ
れ

ず
、
二
十
八
ケ
村
組
合
も
機
能
せ
ず
、
堤
が
所
在
す
る
南
北
金
目
村
で
「
自
普
請
」
し
て

い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
困
窮
の
た
め
定
期
的
な
普
請
が
で
き
ず
、
「
年
中
耕

作
之
間
を
見
合
、
段
々
仕
立
」
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
地
頭
入
用
を

以
年
々
普
請
」
し
て
い
る
な
ら
本
来
作
成
さ
れ
る
は
ず
の
目
論
見
帳
は
作
成
さ
れ
ず
、
普

請
費
用
は
村
の
諸
夫
銭
入
用
帳
に
そ
の
つ
ど
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ

の
こ
と
は
、
こ
の
時
期
に
普
請
関
係
史
料
が
少
な
い
理
由
と
し
て
興
味
深
い
が
、
公
儀
普

請
の
み
な
ら
ず
領
主
普
請
も
実
施
さ
れ
ず
、
場
当
た
り
的
に
自
普
請
を
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
っ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

お
そ
ら
く
、
幕
府
が
統
括
す
る
普
請
が
停
止
し
た
こ
と
で
領
主
の
異
な
る
組
合
村
々

の
統
一
的
な
指
揮
が
失
わ
れ
、
そ
の
こ
と
が
各
領
主
の
普
請
入
用
の
支
出
抑
制
を
促
し
、

二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
の
停
滞
を
引
き
起
こ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
組
合
内
の
村
々
で
も

洪
水
の
影
響
を
受
け
な
い
村
で
は
こ
れ
を
機
に
普
請
不
参
加
へ
の
意
向
を
一
層
強
め
た
で

あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
普
請
は
堤
元
の
南
北
金
目
村
で
の
自
普
請
と
な
り
、
同
村
百
姓
の

負
担
は
増
大
し
、
不
完
全
な
施
工
に
よ
る
決
壊
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
理
由
に
助
郷
休
役
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
、
前
年
六
月
の
関
東
筋
の
洪
水
に
と
も
な
う
「
御
救
普
請
」

が
実
施
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
か
わ
り

に
み
ら
れ
た
の
が
、
土
屋
・
真
田
・
北
金
目
・
南
金
目
・
片
岡
・
広
川
・
飯
島
・
寺
田

縄
・
入
野
・
長
持
・
南
原
・
友
牛
・
河
内
・
徳
延
・
久
松
・
山
下
の
村
々
に
よ
る
「
拾



享保20（1735） 佻ﾈ5��ｩ�xﾘy.r�三宅紋右衛門お掛りで幕領へ御入用を下され御普請 倚儖c#��
五ケ村組合堤 倚x鯖[iJｩ�*逢ﾈ.�,Yhｹ|ﾈ-hﾎI?ﾉw�/�岑+8.ｨﾎIX����笹尾29 

八ヶ村組合堤 冑ｸｧｨ�X鍼|ﾈﾛy¥ｨ,�*ﾘﾎI?ﾉw�岑+8.ｨﾎIX����大野p137 

玉川新川御普請所 佩I?ﾉw�岑+8.ｨ��ﾎIX����大野p136 

元文元（1736） 仂ｩ�ﾉ�i�ﾈﾎIX���｢�御入用下され、御普請 ��Ynﾇ��3b�

元文2（1737） 價ｨ9i�ｩ�xﾘy.r�幕領・私締りなく御入用下され御普請 ��Ynﾇ��3r�
玉川新川落合御普請所 佩I?ﾉw�岑+8.ｨ��ﾎIX����大野p136 

元文3（1738） 價ｨ9i�ｩ�xﾘy.r�普請奉行が私領村への出金停止を通告 儻ｹ�ﾂ�

寛保2（1742） 佻ﾈ5��ｩ�xﾘy.r�大野平蔵お掛りで中原御林より杭木を下され御普請 倚儖c#��

安永5（1776） 冩i.r�8月仕様帳俄御普請 ��^�cr�

天明6（1786） ��hｴｸﾎH雇zﾈ.ｩ.x�Y�Y.r��9'X�XﾎH雇.yFｩ���R�御検分のうえ御普請 冩i�ﾉ�3#sr�

天明7（1787） 冩i.x-�*��伊奈半左衛門より幕領・私領に御普請御手伝入用金を下され、御救御普請 ��^�c��

寛政3（1791） ��Y.r�8月の洪水で決壊。28ケ村で築立。入野村は不参加か。 冩i�ﾉ�3#sr�thｸﾓ"�

友牛・松延境堤 嶋ﾈ�,ﾈﾕ��X,Xﾈ����ｹthｸﾘ�X鉙露{ﾉ�ｨ,X嵎,��Yz��友牛2 

寛政5（1795） 倬ｹ69>ｩ�ｩ,ｨ.曳ｹ.r�28ケ村で普請をするので松平大和守よりの出役見分（幕府役人見分）のうえ目論 ��^�c��
見帳提出 

文化12（1815） 價ｨ5��ｩ�xﾘyX���｢�南原村地内欠け崩れを八ケ村で修復 倚儖csb�

文政7（1824） 佩H雇.r�北金目村が普請費用のうち27ケ村からの助合金を引いた負担分の御下げ金を各 冩i�ﾉ�3#�R�
領主へ願う 冩i�ﾈｴ��S��

文政10（1827） ��Y.r�目論見を作成し、高割帳面を差し上げ、領主に御下げ金下付願 冩i�ﾈｴ��S��

文政11（1828） 倬ｹ69>ｨ�Y?ﾉnﾈｾ�mｩ�ﾉ.r�28ケ村で再応相談のうえ、堤築立て、竹木負担を割り合い、御下げ金を下される 俑�擦�s��S�s��
よう領主に願う ��傀｣�b�

八ヶ本職蛤堤 佩IX���ｨ*ｩ�YFｨ+X���xﾘy�ｨ��,ﾈ齷|ﾘ,亶�-�*ｨ+ﾘ*(+ﾘ-��ｨ�榎ﾈ益&�:ｨ�-imｩ�ﾊ�*��笹尾97・98 
面をもって御普請所御入用を願う 

文政12（1829） 價ｨ9i�ｩ�xﾘy.r�正月、八ケ村村役人立会、目論見する 倚儖c湯�

弘化3（1846） ��Y.yH�.r�堤が決壊し、村々の見分のうえ、組合柑勘合で築立 ��傀｣#R�

安政4（1857） 冩i.r�諸入用28ケ村で勘定し築立、領主より費用全額の御下げ金もらう ��傀｣S��SS��Sc��oi�ﾈｴ�#3B�

大堤 傚I?ﾉw�/�#�5��ｩzx檍,ﾈ�8ｪ�.�+X���xﾘy�ｨ�延��8,ﾈ*H*h��ﾎHｸｸ�益ﾈ,傚I?ﾉw�岑+8.｢�城所61 柳川起241・ 242・262 
るよう願う 

文久3（1863） ��Y.r�諸入用28ケ村立会の上勘定し、組合村々名主連印のうえ御給々様より諸入用下さ 冩i�ﾈｴ�#sb�
れるよう願う 

※市史：『平塚市史』（巻一資料番号）町史：『大磯町史』（巻一資料番号）大野：『大野誌』（頁）柳川起：柳川起久雄家文書

柳川正：柳川正邦家文書　笹尾：笹尾健一家文書　今井：今井直家文書　大澤：大澤孝二家文書　府川：府川亀雄家文書

城所：城所区有文書　友牛：友牛村文書

※史料に御普請との文字があるか、幕府から御入用金と扶持米の下付があれば「御普請」とした
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【表2】金目川場普請年表

普請年 儿����ｨ��経緯 亊hﾅx讖{��

慶長14（1609） ��Y.x-�*��徳川家廉による御普請 倡8譽H�ﾃC��

慶長15（1610） 儖ｩF假��伊奈忠次による新川筋替え �*ﾈ譽��ﾃ��b�

寛永7（1630） ��Y.r�幕府代官の見分で幕領・私憤の「郡役」による御普請 倡8譽H�ﾃ3��SC��

万治3（1660） ��Y.r�関東奉行の見分で「日用」により御領・私領人足出さずに御普請 倡8譽H�ﾃ3��SC��

寛文6（1666） ��Y.r�幕府代官の見分で御入用金を下され御普請命じられるも、水下村々に御入用金の 倡8譽H�ﾃ3��SC��
うち半分出金を命じられる。小田原藩の「障り」により中止。 

延宝7（1679） ��Y.r�幕府代官の見分で水留堤の御普請。幕領は在々村から助人足 倡8譽H�ﾃ3��

天和2（1682） ��Y.y�Yz�.r�幕府役人の見分で御入用金を下され御甑「日用」により幕額・私領とも人足出 倡8譽H�ﾃ3��
さず 

柳堤・飯島堤 ��ﾉ�ｸ/�hｸｧｨ�X鍼|ﾈ,h.�ﾘ(ｨH,X*�*�,I:闖X�)hｹ|ﾈ,ﾙ*����ﾉx�*�,ﾈ+ﾘ-��ﾉF�,倡���,ﾂ�市史4－39 
旨を訴え、助人足が動員 

貞享元（1684） ��Y.x��ｾ89hｻﾙ�YnY.r�水下村々で御入用人足を高割で動員して御普請。28ケ村組合成立 倡8譽H�ﾃ3��

貞享3（1686） ��Y.r�幕府代官の見分で御入用金を下され、御普請。川幅拡幅工事も実施 倡8譽H�ﾃC��

元禄10（1697） ��Y.r�人足を郡中幕領に割り掛け御普請。幕府代官手代が奉行 倡8譽H�ﾃC��

元禄15（1702） �>ﾈﾋI>�ｾ�?ｩw�ﾎIX���｢�平岡代官支配の節、筆竹を萩園村御林より、杭木を中原御林より、竹木枝運人足 ��Ynﾇ��3b�
を子安村・二宮村・寺山村に命じられ扶持米下され御普請 

元禄17（1704） ��Xｺｲ�御入用くだされ水留普請。 倡8譽H�ﾃC��

宝永2（1705） ��Y.r�人足賃下され本堤が御普請。幕府代官手代が奉行 倡8譽H�ﾃC��
大堤 佩I?ﾉw�*ﾘ+�+8.ｩ�Yz�IX����市史4－48 

宝永3（1706） 仞�mｩ�ﾂ�幕府代官見分で川幅拡幅・長持村へ川筋替の御普請 倡8譽H�ﾃC��

宝永4（1707） 仞�mｩ�ﾂ�富士噴火にともない、幕府代官手代の見分で川渡御普請d　岡山藩に御手伝普請が 倡8譽H�ﾃC��
命じられ、大津屋五兵衛、河内屋三右衛門により御普請 

宝永5（1708） �>ﾈﾋI>�ｾ�?ｩw�ﾎIX���｢�岡山藩御手伝普請で堤築立、川挽御普請 ��Ynﾇ��3b�

宝永6（1709） 仞�mｩ�ﾂ�勘定奉行目付らの見分・奉行で浜松藩に川渡いの御手伝普請が命じられる。 倡8譽H�ﾃCb�
南原内金日用御普請所 儼ﾈ鉑Lｸ�Y,9Lｸ,ﾈﾎH詹6�X���,XﾎIX����大野p136 

宝永7（1710） 仞�mｩ�ﾂ�勘定奉行目付らの奉行で前年の残りの川渡いを浜松藩・津藩の御手伝普請で御普 倡8譽H�ﾃC��
請 

正徳5（1715） �>ﾈﾋI>�ｾ�?ｩw�ﾎIX���｢�御入用御普請 ��Ynﾇ��3b�

享保2（1717） �>ﾈﾋI>�ｾ�?ｩw�ﾎIX���｢�御入用御普請 ��Ynﾇ��3b�

享保3（1718） �>ﾈﾋI>�ｾ�?ｩw�ﾎIX���｢�御入用御普請 ��Ynﾇ��3b�
大堤 ��(ﾈ駑ｩ�ﾞﾉ�ﾂ�柳川起82 

享保4（1719） �>ﾈﾋI>�ｾ�?ｩw�ﾎIX���｢�御入用くだされ御普請 ��Ynﾇ��3b�
五ヶ村組合堤 冑ｹWｹ�8ｪ���8ｧﾈ.�,XﾎI?ﾉw�岔WH��柑�Y�X�.x/��hｴｸﾎIX����(ﾍﾈ9i�ｩ�xﾘxﾈｹ�ﾂ�笹尾29 

享保6（1721） 佻ﾈ5��ｩ�xﾘy.r�幕府代官手代掛りで御入用下付、御普請 倚儖c#��
南原内金日用御普請所 佩I?ﾉw�ﾎIX����府川 

享保7（1722） 價ｨ9i�ｩ�xﾘy.r�御普請役の見分で水抜仮Jl卜を掘るところ永川とし、幕領・私額差別なく御入用下 ��Ynﾇ��3r�

され御普請。八ヶ村組食掛免 

玉川新川御普請所 佩I?ﾉw�ﾎIX���,Y�ig挨�ｼ(+儻H*�.x.��大野p135 

大堤・和田堤他 冑ｹWｹ�8ｪ�,ﾈﾊ兒ｨ,XﾎI?ﾉw�ﾎIX����"�市史4－48 

享保8（1723） ��Y.r�目録を作成し、井沢弥惣兵衛らに提出 冩i�ﾈｴ繝"�

享保9（1724） 仂ｩ�ﾉ�i�ﾈﾎIX���｢�御入用くだされ御普請 ��Ynﾇ��3R�
八ヶ村組合堤 冑ｹ|ﾈ�X鍼|ﾈﾛy¥ｨ,�*ﾘﾎI?ﾉw�岔WH��ﾎIX����大野p137 

享保12（1727） 價ｨ9i�ｩ�xﾘy.r�正月、目論見帳を作成。御普請を仰せ付けられ百姓助かり。 倚儖c�r�

享保14（1729） 佻ﾈ5��ｨﾖxﾘy.r�幕府代官手代の掛りで御入用下付、御普請 倚儖c#��
玉川新川御普請所 �'ﾉm夷IH8*(�8+���ﾎIX����大野p135 

享保18（1733） 價ｨ9i�ｩ�xﾘy.r�幕額・私領差別なく御入用下付、御普請 ��Ynﾇ��3r�

享保19（1734） 佻ﾈ5��ｩ�xﾘy.r�御普請役御掛りとなり、御入用下付、御普言もただし、河内村が私額となり、御 倚儖c#��
入用金は幕領分のみ下付。 

玉川新川御普請所 佩I?ﾉw�岑+8.ｨ��ﾎIX����大野p136 

八ヶ村組合堤 冑ｹ|ﾈ�X鍼|ﾈﾛy¥ｨ,�*ﾘﾎI?ﾉw�岑+8.ｨﾎIX����大野p137 

－11－



12

六
ケ
村
組
合
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
合
は
二
十
八
ケ
村
組
合
外
の
土
屋
村
・
南
金
目
村
が

入
っ
て
お
り
、
こ
の
事
例
以
外
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
天
明
六
年
に
幕
府
御
勘
定
・

御
普
請
役
ら
へ
御
救
普
請
の
見
分
を
願
い
出
た
村
々
で
結
成
さ
れ
た
臨
時
の
組
合
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
天
明
七
年
正
月
四
日
か
ら
男
女
・
子
ど
も
ま
で
が
参
加
し
て
南
金
目

村
柳
堤
上
置
・
片
岡
村
居
村
控
北
堤
上
置
・
同
控
北
堤
腹
付
の
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。

3
　
寛
政
期
の
二
十
八
ケ
村
組
合
の
再
確
認

寛
政
期
に
入
っ
て
も
、
「
金
目
川
堤
之
儀
、
元
来
弐
拾
八
ケ
村
組
合
之
普
請
所
こ
御
座

候
所
、
近
年
右
川
筋
こ
普
請
無
之
故
組
合
普
請
所
と
申
儀
相
弁
候
者
無
御
座
、
切
所
等
出

来
之
勅
ハ
村
限
り
二
而
普
請
仕
候
儀
と
相
心
得
罷
有
」
と
認
識
さ
れ
、
二
十
八
ケ
村
組
合

の
活
動
の
停
滞
は
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
八
月
、
金
目
川
通
り
の
堤
が
決
壊
、
こ
れ
を
契
機

に
翌
年
八
月
、
二
十
八
ケ
村
組
合
の
う
ち
入
野
村
と
ほ
か
二
七
ケ
村
の
間
で
「
川
筋
普
請

組
合
之
儀
」
に
つ
き
争
論
が
発
生
し
た
。
争
論
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
寛
政
五
年
三
月
、

「
金
目
川
堤
之
儀
小
破
之
節
ハ
銘
々
村
限
こ
而
致
修
復
、
切
所
等
有
之
候
ハ
、
、
組
合
弐

拾
八
ケ
村
相
互
こ
助
合
普
請
可
致
」
と
す
る
幕
府
裁
許
が
下
っ
た
。
こ
の
裁
許
に
よ
り

二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
が
再
確
認
さ
れ
、
以
後
、
二
八
ケ
村
で
の
普
請
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

寛
政
五
年
六
月
、
寺
田
縄
村
が
同
三
年
八
月
に
決
壊
し
た
村
内
の
「
本
場
」
普
請
の
目

論
見
帳
を
領
主
川
越
藩
の
見
分
役
人
に
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
普
請
に
か
か
る
杭

木
竹
木
代
金
が
三
二
両
余
、
人
足
は
五
五
一
六
人
と
見
積
も
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
二
八
ケ
村

へ
高
割
で
割
付
け
ら
れ
て
い
る
。
矢
崎
村
で
は
こ
れ
を
受
け
て
高
割
さ
れ
た
額
を
さ
ら
に

村
内
の
森
氏
・
沼
間
氏
・
小
林
氏
・
高
井
氏
の
相
給
旗
本
領
の
知
行
高
ご
と
に
高
劃
し

た
。
こ
の
う
ち
高
井
氏
は
二
八
ケ
村
組
合
内
に
矢
崎
村
の
ほ
か
片
岡
村
・
河
内
村
に
知
行

地
を
も
っ
て
い
る
が
、
矢
崎
村
名
主
源
右
衛
門
が
こ
の
三
ケ
村
惣
代
と
し
て
「
御
高
懸
り

分
御
入
用
」
の
下
付
を
高
井
氏
地
方
役
所
に
願
い
出
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
従
来
は
幕
府

代
官
が
普
請
を
統
括
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
は
決
壊
し
た
堤
防
を
も
つ
村
の
領
主
が
実

地
見
分
と
目
論
見
帳
の
精
査
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
村
々
に
諸
負
担
が
高
劃
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
二
八
ケ
村
で
の
普
請
で
あ
る
が
、
仕
様
の
決
定
権
限
は
決

壊
し
た
堤
防
を
も
つ
村
の
領
主
が
持
ち
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
村
は
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に
高

劃
さ
れ
た
入
用
の
下
付
を
願
い
出
た
の
で
は
な
い
か
。

寛
政
五
年
三
月
の
裁
許
の
波
紋
は
、
翌
六
年
三
月
に
友
牛
・
松
延
両
村
の
幕
府
へ
の
訴

状
提
出
と
し
て
続
い
た
。
そ
の
訴
状
に
よ
る
と
、
両
村
は
寛
政
三
年
八
月
に
決
壊
し
た
両

村
境
の
堤
を
「
仮
こ
水
留
」
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
切
所
等
有
之
候
ハ
1
、
組
合
弐
拾

八
ケ
村
相
互
こ
助
合
普
請
可
致
趣
御
裁
許
」
に
基
づ
き
「
組
合
普
請
」
を
し
て
く
れ
る
よ

う
村
々
に
相
談
し
た
が
、
大
畑
・
西
海
地
・
矢
崎
・
北
大
縄
・
城
所
・
小
鍋
島
・
下
島
・

打
間
木
の
八
ケ
村
が
拒
否
し
た
。
そ
の
た
め
、
友
牛
・
松
延
両
村
は
こ
の
八
ケ
村
を
普
請

に
参
加
す
る
よ
う
訴
え
た
と
い
う
。
こ
の
八
ケ
村
は
金
目
川
の
北
部
・
左
岸
の
村
々
で
、

論
所
の
堤
の
決
壊
で
直
接
の
被
害
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
拒
否
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
友

牛
・
松
延
両
村
は
寛
政
五
年
三
月
の
裁
許
を
根
拠
と
し
て
訴
訟
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
争
論
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
寛
政
五
年
三
月
の
裁
許
を
契
機
に
二
十
八
ケ
村
組
合
の
存
在
が
地
域
で

再
確
認
さ
れ
、
二
八
ケ
村
で
の
普
請
や
そ
れ
を
求
め
た
訴
訟
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
方
で
、
普
請
の
内
実
に
つ
い
て
の
不
安
も
生
ま
れ
た
。
寛
政

五
年
の
裁
許
が
下
っ
て
間
も
な
い
時
期
、
北
金
目
村
は
「
切
所
等
御
座
候
節
ハ
相
互
こ
助

合
仕
候
様
」
と
の
裁
許
文
言
に
つ
い
て
「
後
年
、
大
堤
切
所
御
座
候
而
も
外
々
堤
同
様
助

合
普
請
こ
相
成
可
申
哉
」
と
不
安
を
抱
き
、
「
前
々
之
通
廿
八
ケ
村
へ
人
足
触
出
し
候
両

も
宜
御
儀
こ
御
座
候
哉
」
と
幕
府
に
確
認
を
求
め
た
。
北
金
目
村
は
「
助
合
」
と
い
う
文

言
か
ら
「
外
村
堤
同
様
助
合
の
み
請
候
而
ハ
、
是
迄
組
合
普
請
所
二
候
所
、
向
後
は
助
合

普
請
こ
相
成
候
様
」
と
の
懸
念
を
抱
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
村
々
に
よ
る
普
請
に
は
「
組

合
普
請
」
と
「
助
合
普
請
」
が
あ
り
、
裁
許
に
「
助
合
」
の
文
言
が
あ
る
が
、
大
堤
に
つ
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い
て
は
人
足
の
触
出
し
が
で
き
る
「
組
合
普
請
」
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
し
い
と

の
要
求
で
あ
る
。
「
組
合
普
請
」
と
「
助
合
普
請
」
の
具
体
的
な
相
違
は
不
明
だ
が
、
お

そ
ら
く
、
前
者
は
組
合
村
々
で
高
割
で
平
等
に
負
担
を
割
り
合
い
、
必
要
数
の
人
足
が
動

員
で
き
る
が
、
後
者
は
普
請
の
主
体
は
堤
元
の
村
と
さ
れ
、
組
合
村
々
は
そ
の
普
請
の
負

担
の
一
部
を
相
談
・
任
意
で
助
成
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
後
述
）
。
北
金
目
村
は
「
御

所
様
御
入
国
己
来
場
」
の
由
緒
を
持
ち
出
し
、
「
用
悪
水
弐
拾
八
ケ
村
え
相
抱
り
候
ハ
大

堤
こ
相
限
」
と
し
て
自
己
の
主
張
を
訴
え
て
い
る
が
、
同
村
に
と
っ
て
決
壊
の
被
害
が
直

撃
す
る
大
堤
の
普
請
が
「
助
合
普
請
」
か
否
か
は
死
活
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

4
　
治
水
と
用
水

享
保
末
年
以
降
、
御
普
請
の
実
施
が
急
減
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活

動
も
停
滞
し
た
。
し
か
し
、
寛
政
五
年
三
月
の
裁
許
で
二
十
八
ケ
村
組
合
の
存
在
が
再
確

認
さ
れ
る
と
、
組
合
で
の
普
請
や
そ
れ
を
求
め
る
訴
訟
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

だ
、
堤
に
よ
っ
て
拒
否
す
る
村
が
出
た
り
、
そ
の
普
請
が
「
助
合
」
か
否
か
が
問
題
に
な

る
な
ど
そ
の
再
確
立
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
用
水
施
設
で
あ
る
玖
樋
普
請
を
み
る
と
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
の
大
堤
玖

樋
普
請
で
は
、
真
田
村
・
大
畑
村
・
矢
崎
村
・
西
海
地
村
・
片
岡
村
・
南
金
目
村
・
北
金

目
村
の
七
ケ
村
が
引
水
反
別
に
応
じ
て
費
用
・
人
足
数
を
割
合
い
、
各
領
主
に
諸
入
用
の

下
付
を
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
連
印
村
々
は
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
定
め
ら
れ
た
分

水
配
分
法
に
お
け
る
取
水
村
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
に
実
施
さ
れ
た
普
請
の
際
と
同

一
で
あ
り
、
普
請
に
関
し
て
は
用
水
の
組
合
秩
序
に
変
化
は
な
か
っ
た
。

治
水
組
合
で
あ
る
二
十
八
ケ
村
組
合
の
村
々
は
金
目
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
と
は
い

え
、
決
壊
す
る
堤
防
に
よ
り
必
ず
し
も
そ
の
被
害
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
幕

府
に
よ
る
指
揮
や
裁
許
が
な
け
れ
ば
、
普
請
に
消
極
的
な
村
も
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、

用
水
施
設
の
破
損
は
関
係
村
の
取
水
に
直
結
す
る
た
め
、
村
々
の
結
合
は
よ
り
自
発
的
で

強
固
だ
っ
た
と
い
え
る
。
用
水
組
合
と
比
較
し
て
治
水
組
合
で
あ
る
二
十
八
ケ
村
組
合
の

活
動
の
消
極
性
に
は
以
上
の
性
格
の
違
い
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

五
　
近
世
後
期
の
普
請

1
　
川
幅
改
定
絵
図
の
修
復
と
自
普
請
所
と
し
て
の
明
確
化

寛
政
期
に
存
在
が
再
確
認
さ
れ
、
活
動
が
み
ら
れ
た
二
十
八
ケ
村
組
合
で
あ
る
が
、
そ

の
後
し
ば
ら
く
金
目
川
堤
防
の
普
請
関
係
史
料
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

た
だ
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
九
月
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
作
成
の
川
幅
改
定

絵
図
の
破
損
が
著
し
い
と
し
て
北
金
目
村
が
修
復
を
勘
定
奉
行
に
願
い
出
て
い
る
。
そ

の
際
、
「
金
目
川
御
普
請
年
歴
書
壱
通
・
目
録
見
帳
弐
冊
」
も
同
時
に
提
出
し
て
い
た
。

二
月
、
修
復
さ
れ
た
絵
図
が
下
げ
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
「
尤
自
普
請
所
こ
御
座
候

上
ハ
此
度
願
之
通
御
絵
図
面
御
修
覆
被
成
下
候
と
も
、
以
来
心
得
違
仕
間
敷
旨
」
を
仰
せ

渡
さ
れ
、
北
金
目
村
は
そ
の
旨
を
承
知
し
た
請
書
を
提
出
し
た
。

北
金
目
村
は
修
復
願
に
併
せ
て
「
御
普
請
年
歴
書
」
な
ど
を
「
証
拠
書
物
」
と
し
て
提

出
し
た
が
、
こ
れ
は
金
目
川
通
り
の
堤
が
御
普
請
所
で
あ
る
こ
と
を
奉
行
所
に
認
識
さ
せ

る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
奉
行
所
で
は
こ
れ
を
契
機
に
村
が
同
堤
を
御

普
請
所
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
を
警
戒
し
、
「
自
普
請
所
」
で
あ
る
旨
を
確
認
さ
せ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
背
景
に
は
文
化
三
年
四
月
に
幕
府
が
出
し
た
「
御
普
請

所
証
拠
書
物
に
付
御
達
書
之
事
」
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
元
来
自
普
請
之
場

所
、
臨
時
一
統
御
普
請
之
節
組
合
に
相
成
候
例
、
又
は
格
別
之
訳
有
之
、
其
節
改
普
請
に

相
成
候
例
を
以
、
い
つ
と
な
く
定
式
普
請
所
同
様
相
心
得
、
目
論
見
帳
を
以
被
申
達
候
類

も
有
之
候
」
と
し
て
、
御
普
請
所
か
否
か
を
精
査
す
る
基
準
を
定
め
、
基
準
外
の
普
請
所

を
す
べ
て
自
普
請
所
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

享
保
末
期
の
御
普
請
停
止
以
来
、
金
目
川
堤
防
が
御
普
請
所
で
あ
る
か
自
普
請
所
で
あ

る
か
を
明
確
に
し
た
史
料
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
「
自
普
請
所
」
で
あ
る
と
幕
府
よ
り
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明
確
化
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

2
　
文
政
～
弘
化
期
の
普
請

寛
政
期
以
降
、
金
目
川
通
り
の
堤
の
普
請
の
実
施
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
の
大
堤
の
御
囲
二
番
堤
・
三
番
堤
の
普
請
で
あ
る
。
八
月
、
普
請
費
用
が

勘
定
さ
れ
総
額
三
四
両
余
と
な
り
、
こ
の
う
ち
北
金
目
村
以
外
の
「
組
合
廿
七
ケ
村
」
が

一
五
両
の
「
助
合
金
」
を
支
出
し
、
残
り
一
九
両
余
を
北
金
目
村
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
閏
八
月
、
北
金
目
村
で
は
村
内
の
相
給
知
行
所
ご
と
に
負
担
額
が
高
劃
さ
れ
た

が
、
こ
の
と
き
普
請
総
額
は
永
二
六
貫
（
二
六
両
）
余
と
八
月
時
点
よ
り
減
少
し
て
い
た
。

た
だ
、
組
合
の
助
合
金
は
永
一
五
貫
（
一
五
両
）
と
変
わ
ら
ず
、
北
金
目
村
で
は
そ
の
差

引
永
二
貫
余
を
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
永
九
五
九
文
余
の
割
合
で
村
内
の
七
給
で
高
劃

し
、
各
領
主
へ
　
「
御
下
ケ
金
」
　
の
下
付
を
願
い
出
た
。

こ
の
普
請
は
費
用
総
額
の
約
四
割
を
北
金
目
村
が
負
担
し
、
残
り
を
北
金
目
村
以
外
の

二
七
ケ
村
で
「
組
合
廿
七
ケ
村
助
合
金
」
と
し
て
支
出
し
て
お
り
、
組
合
村
々
の
高
割
に

よ
る
均
等
な
負
担
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
「
助
合
金
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
普
請
は

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
の
裁
許
に
あ
る
「
助
合
普
請
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
「
助
合
普
請
」
の
裁
許
文
言
に
つ
い
て
北
金
目
村
は
懸
念
を
表
明
し
て
い

た
が
、
そ
の
懸
念
は
堤
元
で
あ
る
北
金
目
村
へ
の
負
担
割
合
の
偏
重
と
し
て
現
実
化
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
文
政
一
〇
年
六
月
に
も
北
金
目
村
八
給
の
各
名
主
が
大
堤
・
御
囲
壱

番
堤
普
請
の
目
論
見
を
作
成
し
、
各
領
主
に
そ
の
高
劃
し
た
費
用
の
「
御
下
ケ
金
」
の
下

付
を
願
い
上
げ
て
い
る
が
、
他
の
組
合
村
々
の
負
担
額
は
不
明
で
あ
る
。

文
政
二
年
、
寺
田
縄
村
と
入
野
村
の
堤
が
決
壊
し
た
。
一
二
月
、
両
村
で
は
こ
の
普

請
費
用
を
四
四
貫
余
と
勘
定
し
、
「
組
合
廿
八
ケ
村
再
応
相
談
之
上
」
、
「
壱
ケ
村
限
り
」

普
請
し
、
二
八
ケ
村
で
一
〇
〇
石
に
つ
き
永
三
三
一
文
の
高
割
で
出
金
す
る
よ
う
組
合

村
々
に
申
し
入
れ
攣
一
二
月
一
〇
日
、
寺
田
縄
・
入
野
両
村
は
普
請
費
用
を
各
村
か
ら

受
け
取
っ
た
。
こ
こ
で
は
「
助
合
金
」
の
文
言
は
な
く
、
負
担
は
二
八
ケ
村
で
均
等
に
高

劃
さ
れ
た
。
負
担
の
あ
り
方
が
な
ぜ
文
政
七
年
の
普
請
と
異
な
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
文
政
期
に
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
が
再
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

堤
の
決
壊
時
、
そ
の
場
が
あ
る
村
は
組
合
村
々
と
相
談
の
う
え
修
復
し
、
修
復
費
用
の
高

割
を
書
上
げ
た
高
割
帳
な
ど
を
各
村
へ
提
出
し
、
費
用
を
受
取
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

た
だ
し
、
そ
の
普
請
に
は
寛
政
期
に
問
題
と
な
っ
た
「
助
合
普
請
」
が
み
ら
れ
た
。

な
お
、
文
政
一
〇
年
九
月
、
南
北
金
目
村
が
道
中
奉
行
に
助
郷
休
役
を
願
い
出
て
い

る
。
そ
こ
で
は
「
往
古
こ
引
競
候
得
ハ
家
数
之
内
三
ケ
一
も
相
減
シ
」
、
「
追
々
奉
公
稼

又
ハ
日
雇
稼
等
罷
出
、
人
少
相
成
」
り
、
「
諸
材
木
持
運
其
外
防
方
人
足
も
格
別
難
渋
」
、

「
川
除
諸
入
用
村
不
相
当
相
懸
」
と
し
て
、
人
別
減
少
な
ど
の
村
落
荒
廃
と
水
防
を
関
係

づ
け
て
訴
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
宝
暦
二
年
の
助
郷
休
役
願
と
は
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

そ
の
後
、
天
保
元
（
一
八
三
〇
）
、
四
、
六
、
七
、
八
年
に
金
目
川
が
満
水
し
田
地
五
〇
町

余
が
荒
地
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
普
請
に
関
す
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
六
月
、
金
目
川
大
堤
の
控
堤
二
か
所
、
長
一
八
間
余
が
決
壊

し
た
。
北
金
目
村
で
は
二
十
八
ケ
村
組
合
村
々
の
見
分
を
受
け
、
こ
の
修
復
費
用
の
「
助

合
」
と
し
て
組
合
村
々
か
ら
一
〇
両
を
受
取
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
一
〇
月
に
な
り
普

請
が
完
了
し
、
北
金
目
村
は
一
〇
両
を
二
七
ケ
村
で
高
劃
し
て
各
村
に
請
求
し
た
。
な

お
、
普
請
全
体
の
費
用
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
七
ケ
村
か
ら
「
助
合
」
と
し
て
出
金
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
文
政
七
年
の
大
堤
普
請
と
同
様
な
勘
定
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
大
場
は
享
保
期
に
「
弐
拾
八
ケ
村
御
普
請
所
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で

は
「
北
金
目
村
普
請
所
」
と
記
さ
れ
、
普
請
の
責
任
主
体
が
北
金
目
村
に
さ
れ
て
い
る
。

二
七
ケ
村
の
「
助
合
」
認
識
は
大
場
の
こ
の
位
置
づ
け
を
受
け
た
も
の
い
え
よ
う
。

一
方
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
以
降
、
活
動
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
八
ケ
村
組
合
は
、

文
化
二
一
年
に
南
原
地
内
の
金
目
川
の
欠
崩
れ
を
修
復
し
て
い
る
。
た
だ
、
新
川
開
削
の

見
返
り
に
一
村
幕
領
と
な
っ
て
い
た
南
原
村
は
、
文
化
八
年
に
旗
本
小
笠
原
氏
領
へ
支
配

替
え
さ
れ
て
い
た
。
文
政
二
年
六
月
の
洪
水
に
よ
る
普
請
で
は
組
合
村
々
の
自
力
に
及
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び
が
た
い
と
し
て
、
永
一
九
貫
余
を
八
ケ
村
組
合
役
人
が
「
村
々
御
領
主
・
御
地
頭
様
方

へ
目
論
見
帳
面
を
以
右
御
普
請
所
御
入
用
」
の
下
付
を
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
、
弘
化
三

年
六
月
二
三
日
に
は
、
八
ケ
村
組
合
普
請
所
の
字
稲
荷
木
で
堤
が
一
六
間
余
が
切
れ
、
下

畑
二
反
三
畝
余
が
「
押
堀
石
砂
入
」
と
な
る
被
害
が
出
た
と
し
て
南
原
村
は
領
主
小
笠
原

氏
に
見
分
を
願
い
出
て
い
る
。
二
十
八
ケ
村
組
合
と
同
様
、
普
請
に
あ
た
り
各
村
は
そ
れ

ぞ
れ
領
主
に
普
請
費
用
の
下
付
を
願
い
出
て
い
た
。

3
　
安
政
～
幕
末
の
普
請

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
閏
五
月
一
七
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
「
稀
成
大
出
水
」
が

発
生
し
、
大
堤
と
柳
堤
が
被
害
を
受
け
た
。
大
堤
で
は
「
鼻
欠
」
　
二
〇
間
、
「
腹
欠
」

三
五
間
の
被
害
が
発
生
し
た
。
二
月
、
北
金
目
村
で
二
八
ケ
村
立
会
の
う
え
入
用
帳
が

作
成
さ
れ
、
柵
竹
、
五
寸
竹
、
蛇
龍
、
縄
な
ど
の
資
材
と
、
人
足
二
八
四
四
人
を
計
上

し
、
総
費
用
は
永
七
六
貫
（
七
六
両
）
余
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
組
合
村
々
で
高
一
〇
〇
石

に
つ
き
永
五
七
一
文
余
で
高
劃
し
、
二
十
八
ケ
村
組
合
村
々
名
主
連
印
で
「
先
規
之
通
り

御
給
々
様
よ
り
右
諸
入
用
被
下
置
候
様
」
願
い
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

柳
堤
は
さ
ら
に
被
害
が
大
き
く
、
約
一
八
〇
間
余
に
渡
り
決
壊
し
た
。
こ
の
普
請
の
過

程
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
閏
五
月
二
三
日
に
持
場
村
で
あ
る
片
岡
村
と
川
付

村
々
が
二
十
八
ケ
村
組
合
村
々
に
「
水
留
入
用
助
合
強
而
無
心
」
し
、
組
合
で
七
両
を
高

割
し
て
「
水
留
」
の
「
助
合
」
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
六
月
一
九
日
に
「
切
所
」
の
間

数
改
が
お
こ
な
わ
れ
、
高
割
に
よ
る
村
々
へ
の
持
場
の
割
付
が
評
議
さ
れ
た
。
二
一
日
に

夕
立
に
よ
り
水
留
が
再
び
九
間
ほ
ど
崩
壊
し
、
片
岡
村
は
組
合
村
々
に
水
留
人
足
の
動
員

を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
豊
田
五
ケ
村
・
下
島
・
小
鍋
島
・
城
所
・
西
海
地
・
矢
崎
別

名
・
北
大
縄
の
二
一
ケ
村
は
「
先
例
よ
り
水
留
人
足
差
出
候
例
無
御
座
候
」
と
し
て
拒
絶

し
た
。
た
だ
、
先
に
七
両
と
決
め
ら
れ
た
「
助
合
」
金
に
三
両
足
し
て
一
〇
両
と
す
る
こ

と
が
評
議
で
決
め
ら
れ
た
。
「
水
留
」
と
は
土
嚢
や
川
倉
な
ど
に
よ
る
決
壊
箇
所
の
応
急

処
置
で
あ
る
が
、
こ
の
水
留
普
請
の
総
費
用
は
七
月
に
永
八
七
貫
余
と
勘
定
さ
れ
、
用
件

一
五
ケ
村
で
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
永
一
貫
三
四
三
文
余
で
高
劃
さ
れ
た
。
な
お
、
片
岡
村

で
は
こ
の
洪
水
で
田
畑
二
〇
町
余
が
流
亡
し
た
。

柳
堤
の
「
築
立
」
は
六
月
二
九
日
よ
り
始
め
ら
れ
た
。
城
所
村
は
こ
の
日
、
「
請
負
方

セ
わ
人
」
を
同
道
し
て
「
築
立
場
」
を
受
取
っ
た
。
城
所
村
の
持
場
と
な
る
築
立
場
は

「
拾
三
番
」
で
「
四
間
五
尺
弐
寸
」
の
箇
所
だ
っ
た
。
「
築
立
仕
舞
」
は
七
月
二
日
の
予
定

で
あ
っ
た
が
、
大
雨
の
た
め
翌
三
日
と
な
っ
た
。
城
所
村
の
「
請
負
方
」
　
へ
の
支
払
い
や

「
築
上
礼
酒
代
」
な
ど
の
費
用
は
一
五
両
一
分
二
朱
余
だ
っ
た
。

七
月
、
片
岡
村
は
柳
堤
の
築
立
普
請
の
仕
様
帳
を
作
成
し
、
杉
丸
太
、
竹
、
羽
口
粗
菓

の
資
材
と
人
足
一
五
三
〇
〇
人
を
計
上
し
、
総
費
用
を
永
三
八
九
貫
余
と
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
費
用
を
「
往
古
よ
り
弐
拾
八
ケ
村
こ
而
大
破
小
破
共
普
請
仕
候
議
定
」
に
基
づ

き
二
八
ケ
村
で
高
一
〇
〇
石
に
つ
き
永
二
貫
九
一
八
文
余
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、
北
金
目
村
で
は
九
月
に
割
当
分
の
永
三
四
貢
四
二
三
文
余
を
村
内
八
給
で
高

割
し
、
各
領
主
へ
「
御
下
金
」
の
下
付
を
願
い
出
て
い
る
。
入
野
村
で
は
八
月
に
領
主
佐

野
氏
よ
り
「
築
立
諸
入
用
御
下
ケ
金
」
と
し
て
永
五
貫
八
二
〇
文
を
年
貢
か
ら
控
除
す
る

旨
の
下
知
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
入
野
村
の
石
高
は
七
一
六
石
余
で
、
永
二
〇
貫
八
九
二

文
余
の
割
当
に
な
る
の
で
割
当
分
の
約
三
割
弱
の
助
成
と
な
る
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
堤
普
請
の
過
程
は
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
堤
が
決
壊
す
る
と
、
ま

ず
持
場
村
と
川
付
村
で
水
留
し
、
水
留
費
用
の
「
助
合
」
を
二
十
八
ケ
村
組
合
に
要
請
し

た
。
た
だ
、
基
本
的
に
水
留
に
川
付
村
以
外
の
組
合
村
々
が
人
足
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ

た
。
水
留
後
、
二
十
八
ケ
村
組
合
で
決
壊
箇
所
の
見
分
を
実
施
し
、
堤
の
「
築
立
」
箇
所

の
持
場
を
各
村
に
高
割
で
割
付
け
た
。
そ
し
て
、
各
村
は
割
当
て
ら
れ
た
持
場
を
普
請
す

る
が
、
普
請
を
業
者
へ
請
負
わ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
普
請
全
体
の
総
費
用
を

計
上
し
、
費
用
を
高
割
で
各
村
へ
割
当
て
、
各
村
は
申
合
わ
せ
て
各
領
主
へ
御
下
金
を
要

求
し
た
。
な
お
、
城
所
村
が
実
際
に
請
負
方
に
渡
し
た
金
額
は
前
述
の
通
り
一
五
両
一
分

二
朱
余
だ
が
、
七
月
の
高
割
に
よ
る
計
算
で
は
約
永
一
八
貫
八
〇
〇
文
の
割
当
負
担
で
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あ
っ
た
。

こ
の
後
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
八
月
に
も
大
堤
が
「
鼻
欠
」
　
「
腹
欠
」
　
と
な
り
、

永
五
四
貢
六
七
二
文
余
の
普
請
費
用
が
計
上
さ
れ
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
も
「
大

堤
川
西
押
崩
」
に
よ
り
計
永
五
四
貫
五
三
八
文
余
の
諸
費
用
が
計
上
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

二
十
八
ケ
村
で
高
割
負
担
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
手
続
き
で
普
請
が
実
施
さ
れ
た
と
思
わ

れる。以
上
よ
う
に
、
安
政
期
以
降
は
水
留
は
「
助
合
」
　
で
あ
っ
た
が
、
弘
化
期
ま
で
と
異
な

り
、
堤
の
普
請
費
用
全
体
を
二
十
八
ケ
村
組
合
で
高
割
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
組
合
村
々
申
合
せ
に
よ
る
各
領
主
へ
の
御
下
金
要
求
も
み
ら
れ
る
。
組
合
村
一
同

に
よ
る
御
下
金
要
求
は
領
主
に
対
す
る
御
下
金
支
出
の
圧
力
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六
　
明
治
初
期
の
普
請

1
　
明
治
維
新
と
御
普
請
－
「
官
費
足
金
」
を
め
ぐ
る
紛
争

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
七
月
一
八
日
、
大
堤
ほ
か
が
決
壊
し
、
田
畑
家
居
が
浸
水
す

る
被
害
が
出
た
。
し
か
し
、
二
十
八
ケ
村
組
合
で
は
「
御
多
端
之
御
時
節
」
と
し
て
御
普

請
の
出
願
を
控
え
、
翌
年
二
月
に
な
っ
て
堤
の
　
「
御
入
用
御
普
請
」
と
川
渡
い
を
神
奈
川

県
御
普
請
掛
り
に
願
い
出
た
。
こ
れ
を
受
け
、
県
役
人
が
見
分
に
訪
れ
、
仕
様
帳
が
村
々

に
渡
さ
れ
、
諸
色
の
用
意
と
七
月
一
日
ま
で
の
完
工
が
命
じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
村
々
は

「
御
朝
政
御
一
新
之
御
手
初
こ
付
、
別
而
仕
立
方
入
念
」
に
普
請
に
取
掛
か
る
こ
と
、
仕

様
帳
通
り
の
資
材
を
提
出
し
、
全
て
「
御
改
極
印
」
を
済
ま
せ
た
材
木
を
使
用
し
不
正
な

き
よ
う
に
す
る
こ
と
、
継
立
人
足
に
は
相
当
の
人
足
賃
が
支
払
わ
れ
る
の
で
無
益
の
人
足

を
出
さ
な
い
こ
と
、
な
ど
を
記
し
た
請
書
を
六
月
に
県
出
役
に
提
出
し
た
。
「
御
朝
政
御

一
新
之
御
手
初
」
と
い
う
文
言
に
新
政
府
の
民
心
掌
握
の
意
図
が
う
か
が
え
る
が
、
明
治

維
新
に
よ
り
旗
本
領
が
解
体
し
た
こ
と
で
北
金
目
村
や
組
合
村
々
の
多
く
が
神
奈
川
県
支

配
所
と
な
り
、
「
御
入
用
御
普
請
」
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
普
請
は
総
費
用
が
永
四
三
七
貫
余
か
か
っ
た
の
に
対
し
、
実
際
の
御
下

金
は
永
六
六
貫
余
と
総
費
用
の
約
一
五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
金
額
の
少
な
さ
に
つ

い
て
、
神
奈
川
県
堤
防
掛
吉
野
信
温
少
属
は
「
元
来
、
村
々
普
請
入
用
之
内
江
御
手
当
被

成
下
候
御
趣
意
こ
付
、
事
実
之
入
用
と
ハ
格
外
不
足
可
仕
」
と
説
明
し
て
お
り
、
不
足
分

は
村
々
よ
り
「
官
費
足
金
」
と
し
て
出
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
御
下

金
は
神
奈
川
県
支
配
所
だ
け
に
高
割
配
分
さ
れ
た
た
め
、
組
合
内
で
も
負
担
額
が
同
支
配

所
で
は
一
〇
〇
石
に
つ
き
永
二
貫
二
四
四
文
余
、
そ
れ
以
外
藩
領
で
は
二
貫
八
三
九
文
余

と
差
別
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
藩
領
で
も
藩
か
ら
御
下
金
が
下
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
は
県
に
よ
る
領
主
普
請
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
と
き
平
等
寺
・
宮
下
・
打
間
木
・
小
鍋
島
・
本
郷
・
小
峯
・
下
鴨
・
城

所
の
八
ケ
村
が
普
請
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
「
大
場
鼻
続
枠
」
を
「
貞
享
度
絵
図

面
」
に
な
い
箇
所
で
あ
る
と
し
て
普
請
費
用
の
出
費
を
拒
ん
だ
。
北
金
目
村
名
主
ら
は
こ

の
大
堤
続
枠
は
「
間
数
相
延
候
共
、
貞
享
度
御
絵
図
面
之
内
二
相
違
無
之
」
と
主
張
し
た

が
、
洪
水
の
危
険
性
の
た
め
普
請
を
猶
予
で
き
ず
、
八
ケ
村
が
出
金
し
な
い
分
は
他
村

で
余
荷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
明
治
三
年
二
月
、
八
ケ
村
は
割
合
額
永
九
八
貫

九
七
二
文
余
の
う
ち
「
大
堤
鼻
続
枠
」
分
の
永
三
五
貫
を
控
除
し
た
永
六
三
貫
九
七
二
文

余
を
出
金
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
北
金
目
村
は
「
己
後
、
貞
享
度
御
絵
図
面
之
外
決
而
割

合
致
し
申
間
鋪
」
旨
の
一
札
を
八
ケ
村
に
提
出
し
た
。
こ
の
八
ケ
村
は
鈴
川
左
岸
で
金
目

川
の
決
壊
に
よ
る
被
害
が
少
な
い
村
々
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
「
大
堤
鼻
続
枠
」
　
は

「
御
普
請
無
御
座
候
而
も
無
差
支
場
所
」
　
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
佐
倉
・
六
浦
藩
領
と
い
っ

た
神
奈
川
県
と
支
配
違
い
の
村
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
八
ケ
村
は
「
官
費
足

金
」
の
出
費
を
忌
避
し
、
普
請
所
を
「
貞
享
度
御
絵
図
面
」
と
い
う
い
わ
ば
証
拠
書
物
に

記
載
さ
れ
た
箇
所
に
限
定
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
年
七
月
一
九
日
、
八
月
八
・
九
日
、
相
次
い
で
洪
水
が
発
生
し
、
大
堤
ほ
か
が
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大
破
、
村
々
は
県
に
御
普
請
を
願
い
出
た
。
県
役
人
が
見
分
に
訪
れ
、
二
一
月
二
三
日
、

二
八
ケ
村
役
人
が
呼
び
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
二
月
一
五
日
ま
で
に
完
工
す
べ
き
こ

と
、
出
金
を
等
閑
に
す
る
村
が
あ
れ
ば
各
藩
へ
懸
合
い
厳
重
の
沙
汰
が
下
る
と
の
指
示
を

受
け
、
請
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
堤
が
完
成
し
御
下
金
が
不
足
す
る
と
、
再
び
前
記

八
ケ
村
よ
り
「
大
堤
鼻
続
枠
」
の
入
用
割
合
に
つ
い
て
異
論
が
唱
え
ら
れ
、
残
り
の
村
々

で
対
応
を
相
談
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
該
箇
所
は
二
八
ケ
村
持
場
で
あ
り
、
前
年
の
八
ケ

村
の
費
用
控
除
は
「
一
時
其
意
二
任
セ
」
た
だ
け
で
あ
る
と
し
て
、
翌
明
治
四
年
二
月
九

日
、
北
金
目
村
役
人
ら
は
神
奈
川
県
吉
野
少
属
へ
二
八
ケ
村
総
高
割
で
の
出
金
を
命
じ
て

く
れ
る
よ
う
願
い
出
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
八
ケ
村
が
残
ら
ず
出
金
す
る
こ
と
で
示
談
が

成
立
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
件
は
さ
ら
に
他
村
へ
波
及
し
た
。
八
月
、
北
金
目
村
が
来

春
の
定
式
普
請
を
吉
野
少
属
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
費
用
の
割
合
で
前
記
八
ケ
村
が
再
び

異
論
を
唱
え
、
さ
ら
に
西
海
池
・
坂
間
（
根
坂
間
）
・
山
下
・
公
所
・
入
部
・
久
松
・
河

内
・
大
畑
・
矢
崎
・
北
大
縄
の
村
々
も
「
小
破
水
別
之
類
は
自
村
計
二
而
相
願
、
御
普
請

御
下
ケ
金
を
以
出
来
可
然
、
外
村
々
こ
而
割
合
請
候
両
は
迷
惑
」
と
し
て
出
金
を
拒
む
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
四
年
二
月
二
六
日
、
北
金
目
村
ほ
か
九
ケ
村
は
「
大
小

破
二
不
拘
組
合
村
一
同
こ
而
御
普
請
仕
来
り
二
相
違
無
御
座
」
と
し
て
神
奈
川
県
に
組
合

一
同
で
の
普
請
の
実
施
を
訴
え
た
。
八
ケ
村
の
出
金
拒
否
が
他
の
一
〇
ヶ
村
の
拒
否
へ
と

波
及
し
た
と
い
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
直
接
金
目
川
に
接
し
な
い
「
川
外
村
々
」
と
さ
れ
、

川
沿
い
の
　
「
川
付
村
々
」
と
の
利
害
対
立
が
顕
在
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
訴
え
は
神
奈
川
県
に
渡
っ
た
ま
ま
、
当
地
域
は
足
柄
県
の
管
下
に
な
り
、
翌
明
治
五
年

正
月
に
再
度
足
柄
県
へ
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
五
年
二
月
、
こ
の
ま
ま
で
は
普
請
が
手
遅
れ
に
な
る
と
し
て
「
壱
ヶ
年
限
り
」
で

「
官
費
足
金
」
が
あ
る
際
は
「
組
合
之
内
遠
近
厚
薄
之
差
別
」
を
立
て
る
こ
と
と
し
、
「
川

附
村
々
拾
一
ケ
村
」
が
総
石
高
の
う
ち
六
五
％
、
「
近
村
九
ケ
村
」
が
三
七
％
、
「
豊
田

四
ケ
村
」
が
二
八
％
、
「
城
所
四
ケ
村
」
が
二
〇
％
の
割
合
で
出
金
す
る
こ
と
を
取
り
決

め
た
。
そ
し
て
三
月
四
日
、
御
普
請
中
は
村
々
惣
代
が
場
所
へ
詰
め
、
失
費
な
き
よ
う
取

計
い
、
滞
り
な
く
出
金
す
る
こ
と
で
示
談
が
成
立
、
こ
れ
ま
で
の
訴
願
の
願
い
下
げ
と
、

村
費
の
支
出
の
な
い
定
式
普
請
の
実
施
を
二
八
ケ
村
で
足
柄
県
へ
願
い
出
た
。

し
か
し
、
四
月
に
な
っ
て
も
川
外
村
々
の
一
八
ケ
村
は
普
請
費
用
を
出
金
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
北
金
目
村
は
、
宮
下
・
打
間
木
・
平
等
寺
・
西
海
池
・
坂
間
・
長
持
・
飯

嶋
・
入
部
の
旧
佐
倉
・
六
浦
・
小
田
原
県
領
の
八
ケ
村
が
「
支
配
相
替
り
居
候
義
故
等

閑
」
に
し
て
旧
県
か
ら
の
御
下
金
を
出
金
し
な
い
の
で
出
金
さ
せ
る
よ
う
足
柄
県
に
願
い

出
た
。
こ
の
件
も
詳
細
は
不
明
だ
が
五
月
一
五
日
、
示
談
が
成
立
し
内
済
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
二
日
後
、
北
金
目
村
は
「
大
堤
鼻
」
に
つ
い
て
今
後
も
「
官
費
足
金
」
に
つ

き
出
金
を
拒
否
す
る
村
が
現
れ
か
ね
な
い
と
し
て
、
「
大
堤
鼻
」
を
二
八
ケ
村
御
普
請
所

に
命
じ
て
く
れ
る
か
、
地
元
の
南
金
目
村
へ
御
普
請
を
命
じ
て
く
れ
る
か
願
い
出
て
い

た
。
こ
の
結
果
も
不
明
で
あ
る
。

2
　
金
目
川
普
請
修
築
熟
議
永
世
為
取
換
書
－
争
論
の
終
息

明
治
五
年
八
月
、
足
柄
県
は
金
目
川
通
二
八
ケ
村
に
村
ご
と
の
割
付
高
を
書
上
げ
る
よ

う
命
じ
た
。
こ
れ
に
つ
き
組
合
で
参
会
が
ひ
ら
か
れ
る
と
、
小
鍋
島
・
矢
崎
・
平
等
寺
・

坂
間
・
打
間
木
・
城
所
・
下
鴨
・
小
峯
・
宮
下
・
豊
田
本
郷
・
北
大
縄
・
西
海
池
・
大

畑
・
久
松
・
河
内
・
山
下
・
公
所
・
入
部
の
「
川
外
拾
八
ケ
村
」
は
「
平
年
川
除
御
普
請

之
儀
新
規
」
と
唱
え
、
「
後
年
足
金
割
合
江
差
響
候
哉
」
と
考
え
て
か
承
服
し
な
か
っ
た
。

「
川
付
村
々
」
は
こ
の
ま
ま
で
は
「
御
普
請
手
緩
」
　
に
な
る
と
し
て
、
足
柄
県
に
「
川
外

村
々
」
を
呼
び
出
し
、
官
費
足
金
の
割
合
を
「
今
般
之
御
改
正
高
」
で
出
金
す
る
よ
う
に

命
じ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
ま
た
、
明
治
六
年
一
二
月
に
は
小
鍋
島
村
ら
前
記
八
ケ
村
が

大
堤
鼻
の
御
普
請
願
に
異
論
を
唱
え
御
普
請
箇
所
付
帳
に
調
印
し
な
い
と
し
て
、
ほ
か
組

合
二
〇
ヶ
村
か
ら
足
柄
県
権
令
相
木
忠
俊
に
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
官
費
足

金
を
背
景
と
し
た
普
請
問
題
は
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
明
治
七
年
五
月
、
堤
の
修
築
費
用
は
官
費
七
分
、
民
費
三
分
の
割
合
で
出
金
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す
る
と
の
規
則
が
出
さ
れ
る
と
、
二
月
一
〇
日
、
「
金
目
川
普
請
修
築
熟
議
永
世
為
取

換
書
」
が
作
成
さ
れ
、
大
概
次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
。

①
水
別
（
蛇
寵
・
川
倉
等
の
水
利
）
の
分
も
目
論
見
帳
で
計
算
さ
れ
た
人
足
に
限
り
、

近
村
の
農
闇
黒
鍬
の
一
日
の
日
雇
銭
の
一
割
減
の
費
用
で
二
八
ケ
村
平
等
に
割
り
合

う
こ
と
。

②
計
算
上
の
諸
品
代
が
不
足
の
時
は
買
入
れ
先
の
請
取
書
を
計
算
帳
に
添
付
し
、
簿
冊

を
仕
立
て
、
組
合
で
平
等
に
割
り
合
う
こ
と
。
但
し
、
水
別
の
諸
品
・
人
足
で
目
論

見
帳
外
の
も
の
は
川
付
村
々
の
負
担
と
す
る
。
割
合
方
は
地
券
が
で
き
る
ま
で
は
当

分
高
反
別
を
基
準
と
す
る
。

組
合
村
々
の
平
等
原
則
を
維
持
し
っ
つ
も
、
水
別
修
復
と
目
論
見
帳
外
の
普
請
費
用
の

不
足
分
は
川
付
村
々
の
負
担
と
す
る
こ
と
で
「
川
外
」
・
「
川
付
」
の
合
意
が
成
立
し
た

と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
争
論
は
一
応
の
終
息
を
み
る
が
、
明
治
一
七
年
を
最
後
に

二
十
八
ケ
村
組
合
の
史
料
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

明
治
維
新
期
の
二
十
八
ケ
村
組
合
の
争
論
は
、
県
か
ら
の
御
下
金
の
過
少
さ
か
ら
く

る
「
官
費
足
金
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
安
政
四
年
に
入
野
村
へ
下
さ
れ
た
旗
本

佐
野
氏
の
御
下
金
に
比
較
し
て
も
費
用
総
額
に
占
め
る
御
下
金
の
割
合
は
少
な
い
。
ま

た
、
「
支
配
相
替
り
居
候
義
故
等
閑
」
と
あ
る
よ
う
に
変
遷
す
る
支
配
の
不
安
定
さ
も
争

論
を
誘
発
し
、
そ
の
結
果
、
「
御
普
請
無
御
座
候
而
も
無
差
支
場
所
」
へ
の
出
費
が
忌

避
さ
れ
た
り
、
「
川
外
村
々
」
と
「
川
付
村
々
」
と
の
利
害
対
立
が
顕
在
化
す
る
な
ど
、

二
十
八
ケ
村
組
合
の
結
束
に
緩
み
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
危
機
を
抱
き
奔
走
し
た

の
が
北
金
目
村
を
中
心
と
す
る
「
川
付
村
々
」
で
あ
り
、
県
へ
二
十
八
ケ
村
組
合
に
よ
る

負
担
の
均
等
化
を
は
か
ろ
う
と
訴
願
を
繰
り
返
す
。
結
局
、
官
費
七
割
・
民
費
三
割
の
割

合
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
、
二
十
八
ケ
村
組
合
で
の
「
金
目
川
普
請
修
築
熟
議
永
世

為
取
換
書
」
が
作
成
さ
れ
争
論
は
終
息
を
む
か
え
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
に
み
た
近
世
を
通
し
た
金
目
川
に
お
け
る
治
水
の
動
向
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

①
近
世
に
お
け
る
金
目
川
堤
防
の
普
請
は
慶
長
一
四
年
の
徳
川
家
康
に
よ
る
大
堤
の
普
請

が
記
録
上
の
初
見
と
さ
れ
、
こ
の
由
緒
に
よ
り
大
堤
は
「
御
所
様
堤
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
金
目
川
堤
防
で
は
幕
府
の
「
御
入
用
御
普
請
」
＝
公
儀
普
請
が
実
施
さ
れ
、
郡

役
に
よ
る
人
足
動
員
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
永
の
地
方
直
し
を
経
て
私
領
、
と
く
に

寛
文
期
に
藩
領
が
設
定
さ
れ
る
と
、
私
領
内
の
堤
防
普
請
に
は
領
主
の
承
認
が
必
要
に
な

り
、
寛
文
六
年
に
は
小
田
原
藩
の
拒
否
に
よ
り
大
場
の
普
請
が
二
二
年
間
途
絶
え
た
。
そ

し
て
、
延
宝
期
こ
ろ
よ
り
「
御
入
用
高
割
」
に
よ
る
領
主
普
請
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
だ
、
領
主
普
請
に
お
い
て
も
人
足
動
員
や
費
用
の
割
合
な
ど
普
請
の
統
括
は

私
領
主
と
相
談
の
う
え
幕
府
代
官
が
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
人
足
動
員

の
範
囲
と
し
て
、
「
水
下
村
々
」
＝
取
水
村
々
と
い
う
文
言
が
あ
ら
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

近
世
初
頭
に
は
幕
領
・
私
領
横
断
的
に
動
員
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
郡
役
も
、
明
確
に
幕

領
の
み
に
発
令
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
も
金
目
川
か
ら
の
取
水
村
に
人
馬
役
等
他
の

人
足
負
担
が
か
か
る
際
に
、
そ
の
過
重
な
負
担
を
幕
領
村
間
で
分
散
さ
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
た
。
金
目
川
堤
防
の
修
復
の
義
務
は
金
目
川
か
ら
の
取
水
村
が
負
う
と
す
る
「
受
益

者
負
担
の
論
理
」
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②
貞
享
元
年
、
大
場
普
請
に
動
員
さ
れ
る
人
足
を
め
ぐ
る
争
論
の
裁
許
に
よ
り
、
金
目

川
堤
防
の
修
復
を
お
こ
な
う
治
水
組
合
で
あ
る
二
十
八
ケ
村
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
以

後
、
近
世
を
通
し
て
こ
の
組
合
は
金
目
川
堤
防
の
普
請
を
実
施
す
る
枠
組
み
と
し
て
続
く

こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
十
八
ケ
村
は
金
目
川
の
水
を
取
水
す
る
村
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

二
十
八
ケ
村
組
合
成
立
以
前
は
幕
領
で
は
郡
役
に
よ
る
人
足
動
員
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

が
、
成
立
後
、
郡
役
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
金
目
川
堤
防
を
修
復
す
る
村
は
金
目
川
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か
ら
の
取
水
村
の
み
と
な
り
、
「
受
益
者
負
担
の
論
理
」
が
貫
徹
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
背
景
に
は
金
目
川
か
ら
取
水
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
郡
役
で
人
足
動
員
さ
れ

る
中
郡
村
々
の
郡
役
忌
避
の
動
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
元
禄
の
地
方
直
し

を
経
て
流
域
村
々
に
は
旗
本
・
大
名
の
相
給
領
が
設
定
さ
れ
、
幕
領
は
激
減
し
た
が
、
堤

防
修
復
は
小
破
の
際
は
領
主
よ
り
扶
持
米
を
給
付
さ
れ
村
方
で
自
普
請
、
大
破
の
際
に
公

儀
普
請
が
実
施
さ
れ
た
と
い
い
、
幕
府
に
よ
る
普
請
の
統
括
は
続
い
た
。

③
元
禄
一
六
年
の
南
関
東
地
震
で
金
目
川
は
河
床
が
高
く
な
り
、
洪
水
被
害
が
頻
発
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
宝
永
三
年
、
川
幅
拡
幅
・
筋
替
工
事
が
実
施
さ
れ
、
川
筋
は
入
野
・
長

持
・
友
午
・
南
原
に
か
け
て
長
八
三
〇
間
の
流
路
に
変
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
翌
宝
永
四

年
に
は
富
士
山
が
噴
火
し
、
金
目
川
は
降
砂
に
よ
り
埋
も
れ
、
こ
れ
を
除
去
す
る
た
め
竣

藻
工
事
と
下
流
の
花
水
川
の
直
線
化
工
事
が
大
名
の
御
手
伝
普
請
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
工
事
に
あ
た
り
下
流
の
高
麗
寺
村
と
上
流
の
村
々
と
の
対
立
が
み
ら
れ
た
。
富
士
噴

火
の
影
響
は
さ
ら
に
続
き
、
降
砂
の
影
響
に
よ
る
湛
水
を
抜
く
た
め
、
享
保
三
年
、
山
下

村
地
内
の
悪
水
落
堀
の
開
削
と
こ
れ
に
沿
っ
た
水
除
堤
の
公
儀
普
請
が
実
施
さ
れ
、
こ
こ

を
維
持
す
る
た
め
の
五
ケ
村
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
享
保
六
年
に
は
金
目
川
・
鈴
川
・
玉

川
の
三
川
合
流
地
点
の
湛
水
を
抜
く
た
め
南
原
地
内
に
新
川
が
開
削
さ
れ
、
玉
川
の
合
流

点
が
南
下
し
た
。
そ
し
て
こ
の
場
所
の
維
持
の
た
め
八
ケ
村
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
普
請
に
よ
り
、
ほ
ぼ
現
在
の
金
目
川
の
流
路
が
形
成
さ
れ
た
。

④
享
保
期
は
新
た
に
結
成
さ
れ
た
五
ケ
村
組
合
・
八
ケ
村
組
合
の
普
請
所
の
公
儀
普
請
が

頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
十
八
ケ
村
組
合
普
請
所
の
御
普
請
は
ほ
と
ん
ど

み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
享
保
期
を
過
ぎ
る
と
五
ケ
村
組
合
・
八
ケ
村
組
合
の
普

請
所
の
御
普
請
も
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
背
景
に
は
幕
府
の
普

請
経
費
削
減
の
動
向
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
享
保
末
期
の
御
普
請
停
止
以
降
、
金
目
川
の
普
請
は
停
滞
し
、
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活

動
も
停
滞
し
た
。
幕
府
が
統
括
す
る
普
請
が
停
止
し
た
こ
と
で
領
主
の
異
な
る
組
合
村
ネ

の
統
一
的
な
指
揮
が
失
わ
れ
、
各
領
主
の
普
請
入
用
の
支
出
抑
制
を
促
し
、
組
合
の
活
動

の
停
滞
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
組
合
内
で
も

洪
水
の
被
害
を
受
け
な
い
村
で
は
普
請
不
参
加
の
意
向
を
強
め
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
普
請

の
停
滞
に
よ
り
堤
は
南
北
金
目
村
で
自
普
請
せ
ざ
る
を
え
ず
、
し
か
も
耕
作
の
合
間
に
実

施
さ
れ
た
脆
弱
・
簡
易
な
も
の
で
目
論
見
帳
も
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
普
請

関
係
史
料
が
少
な
い
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

⑥
寛
政
五
年
、
一
昨
年
の
洪
水
を
契
機
に
争
論
が
発
生
し
、
「
金
目
川
堤
之
儀
小
破
之
節

ハ
銘
々
村
限
二
両
致
修
復
、
切
所
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
組
合
弐
拾
八
ケ
村
相
互
こ
助
合
普
請

可
致
」
と
す
る
幕
府
裁
許
が
下
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
が
再
認

識
さ
れ
、
二
八
ケ
村
に
よ
る
普
請
や
普
請
の
実
施
を
求
め
る
争
論
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
北
金
目
村
で
は
「
助
合
普
請
」
　
の
裁
許
文
言
の
内
実
に
つ
い
て
不
安

を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
時
期
に
お

い
て
も
用
水
組
合
は
活
動
し
て
お
り
、
治
水
組
合
・
用
水
組
合
の
性
格
の
違
い
が
う
か
が

える。
⑦
文
化
五
年
、
北
金
目
村
が
川
幅
改
定
絵
図
の
修
復
を
幕
府
に
依
頼
し
た
際
、
幕
府
よ
り

金
目
川
堤
防
は
「
自
普
請
所
」
　
で
あ
る
旨
が
明
示
さ
れ
た
。
二
十
八
ケ
村
組
合
に
よ
る
堤

防
普
請
は
文
政
～
弘
化
期
に
再
び
史
料
で
確
認
さ
れ
る
が
、
堤
元
の
北
金
目
村
が
費
用
総

額
の
多
く
を
負
担
し
、
残
り
を
二
十
七
ケ
村
で
「
助
合
金
」
と
し
て
支
出
す
る
助
合
普
請

が
み
ら
れ
る
。
寛
政
五
年
の
裁
許
で
「
助
合
普
請
」
　
の
文
言
に
つ
い
て
北
金
目
村
が
抱
い

て
い
た
不
安
が
現
実
化
し
た
と
い
え
る
。

⑧
安
政
期
以
降
は
「
水
留
」
　
の
　
「
助
合
」
　
は
み
ら
れ
た
が
、
堤
の
普
請
は
高
割
に
よ
る

二
八
ケ
村
の
均
等
な
負
担
に
な
っ
た
。
ま
た
、
組
合
村
々
申
合
わ
せ
の
う
え
で
の
各
領
主

へ
の
御
下
金
要
求
も
み
ら
れ
、
組
合
村
一
同
に
よ
る
御
下
金
要
求
は
領
主
に
対
す
る
御
下

金
支
出
の
圧
力
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑨
明
治
維
新
で
江
戸
幕
府
が
崩
壊
す
る
と
、
二
八
ケ
村
の
多
く
の
旗
本
領
は
神
奈
川
県
支
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配
所
と
な
り
、
県
に
よ
る
「
御
入
用
御
普
請
」
が
復
活
し
た
。
し
か
し
、
藩
領
村
々
に
は

県
か
ら
御
入
用
金
が
下
付
さ
れ
ず
、
そ
の
意
味
で
は
県
の
統
括
に
よ
る
領
主
普
請
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
県
か
ら
の
御
下
金
は
過
少
で
村
々
は
多
額
の
「
官
費
足

金
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
官
費
足
金
を
め
ぐ
り
川
付
村
々
と

川
外
村
々
と
で
対
立
が
生
じ
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す
る
支
配
の
不
安
定
さ
を
背
景
に
対

立
は
長
く
尾
を
引
い
た
。
し
か
し
、
明
治
七
年
、
官
費
七
割
民
費
三
割
の
普
請
費
用
割
合

が
定
め
ら
れ
る
と
、
組
合
村
々
の
負
担
の
平
等
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、
水
別
修
復
と
目
論

見
帳
外
の
普
請
費
用
の
不
足
分
は
川
付
村
々
の
負
担
と
す
る
取
決
め
が
二
十
八
ケ
村
で
結

ば
れ
、
紛
争
は
終
息
を
み
た
。
だ
が
、
明
治
一
七
年
を
最
後
に
二
十
八
ケ
村
組
合
の
史
料

は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

さ
て
、
以
上
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
金
目
川
通
り
の
治
水
・
二
十
八
ケ
村
組
合
の
特
徴
に

つ
い
て
い
か
な
る
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
二
十
八
ケ
村
組
合
が
裁
判
を
経
て
幕
府
の
命
に
よ
り
成
立
し
た
こ
と
を
指
摘
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二
十
八
ケ
村
組
合
が
地
域
の
自
生
的
な
組
織
で
は

な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
以
前
に
お
い
て
も
金
目
川
堤
防
の
普
請
は
郡
役
な
ど

幕
府
の
権
力
的
な
動
員
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
自
発
的
な
共
同
に
よ
る
普

請
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
当
地
域
の
開
発
が
幕
府
主
導
で

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、
普
請
へ
の
参
加
村
は
後
に
「
水
下
村
々
」

＝
金
目
川
の
取
水
村
に
限
定
さ
れ
、
さ
ら
に
郡
役
自
体
も
廃
止
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
背
景

に
は
金
目
川
の
恩
恵
を
受
け
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
普
請
負
担
を
強
い
ら
れ
る
、
周
辺

村
々
の
負
担
忌
避
の
動
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
普
請
に
お
い
て
「
受
益
者
負
担
の
論

理
」
が
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
金
目
川
か
ら
の
取
水
村
が
堤
防
普
請
の
義
務
を
負
う
と
す
る
「
受
益
者
負
担

の
論
理
」
は
実
は
も
う
ひ
と
つ
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
堤
防
修
復
の
本
当

の
受
益
者
は
堤
防
決
壊
の
被
害
を
受
け
る
村
で
あ
り
、
同
じ
取
水
村
で
も
「
御
普
請
無
御

座
候
而
も
無
差
支
」
と
し
て
堤
防
普
請
の
負
担
を
忌
避
す
る
村
が
現
れ
る
よ
う
に
そ
の
被

害
は
一
様
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
堤
防
普
請
の
負
担
を
被
害
村
だ
け

が
負
う
に
は
負
担
が
過
大
な
た
め
、
そ
の
負
担
を
分
散
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
取
水
村

を
修
復
義
務
の
負
担
範
囲
と
す
る
「
受
益
者
負
担
の
論
理
」
は
堤
防
普
請
の
負
担
を
複
数

村
に
分
散
さ
せ
る
う
え
で
、
分
散
さ
せ
ら
れ
た
村
々
を
納
得
さ
せ
る
論
理
で
も
あ
っ
た
と

い
え
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
矛
盾
を
抑
え
る
幕
府
権
力
の
拘
束
が
な
く
な
る
と
、
堤
防
修
復
を
忌

避
す
る
村
々
が
普
請
に
協
力
し
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
。
享
保
以
降
、
幕
府
の
普

請
統
括
が
な
く
な
っ
て
か
ら
の
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
の
停
滞
は
、
そ
の
矛
盾
の
顕
在

化
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
寛
政
五
年
に
二
十
八
ケ
村
組
合
で
の
「
助
合
普
請
」
を
命
じ
た

幕
府
の
裁
許
が
下
る
と
、
再
び
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
や
堤
元
村
に
よ
る
組
合
で
の
普

請
要
求
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
さ
に
、
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
は
幕
府
権
力
に

よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
二
十
八
ケ
村
組
合
は
矛
盾
を
は
ら
ん

だ
組
織
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
先
述
の
よ
う
に
洪
水
被
害
を
受
け
な
い
村
も
組
合
に

構
成
さ
れ
る
治
水
組
合
と
い
う
組
合
村
の
性
質
に
よ
る
。
受
益
と
負
担
が
一
致
す
る
用
水

組
合
と
違
い
、
地
域
の
共
同
利
害
を
実
現
す
る
た
め
の
共
同
組
織
と
い
う
認
識
が
構
成
村

で
共
有
さ
れ
に
く
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
を
調
整
す
る
と
こ
ろ
に
幕
府
権
力
の

「
公
共
的
」
側
面
が
み
ら
れ
る
。

地
域
論
的
観
点
か
ら
の
治
水
・
用
水
史
の
先
行
研
究
で
は
、
組
合
組
織
の
自
律
性
を

も
っ
た
成
熟
や
、
「
よ
り
は
っ
き
り
し
た
組
織
」
　
へ
の
成
長
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が

「
自
生
的
近
代
」
の
視
点
か
ら
評
価
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
の
検
討
事
例
は
、

用
水
組
合
や
近
世
を
通
じ
て
権
力
が
関
与
し
続
け
た
治
水
組
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

二
十
八
ケ
村
組
合
の
場
合
、
権
力
の
関
与
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
組
織
が
成
熟
す
る
ど
こ

ろ
か
解
体
の
危
機
に
瀕
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
幕
府
の
関
与
が
な
く
な
っ
た
こ
と

で
北
金
目
村
な
ど
堤
元
村
は
幕
府
や
村
々
に
普
請
実
施
の
要
求
を
続
け
、
こ
う
し
た
動
向
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は
幕
府
の
再
度
の
裁
許
を
引
き
出
し
、
こ
れ
を
背
景
に
近
世
後
期
に
は
組
合
村
々
で
の
助

合
普
請
や
、
普
請
費
用
の
均
等
負
担
の
う
え
で
の
申
合
わ
せ
に
よ
る
各
領
主
へ
の
御
下
金

要
求
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
動
向
を
領
主
に
編
成
さ
れ
な
い
二
十
八
ケ
村
組

合
の
自
律
的
な
活
動
展
開
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
幕

府
が
崩
壊
し
、
普
請
費
用
の
負
担
が
増
大
す
る
と
、
組
合
内
の
矛
盾
が
「
川
付
」
「
川
外
」

と
の
対
立
と
し
て
明
確
に
な
っ
た
。
幕
府
裁
許
と
先
例
に
よ
り
維
持
さ
れ
、
絶
え
ず
解
体

の
契
機
が
伏
在
し
、
「
助
合
」
の
組
織
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
活
動
の
あ
り
方
が
模
索
さ

れ
続
け
て
い
く
の
が
二
十
八
ケ
村
組
合
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
は
金
目
川
の
治
水
の
動
向
の
素
描
に
と
ど
ま
り
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多

い
。
た
と
え
ば
金
目
川
通
り
の
用
水
組
合
と
治
水
組
合
と
の
関
係
や
、
村
内
に
お
け
る
各

百
姓
の
負
担
の
あ
り
方
な
ど
の
分
析
は
、
史
料
的
制
約
も
あ
っ
て
な
し
え
な
か
っ
た
。
渡

辺
尚
志
氏
は
近
年
の
治
水
・
利
水
史
の
課
題
と
し
て
、
治
水
・
利
水
慣
行
の
近
代
移
行
期

に
お
け
る
連
続
と
断
絶
の
関
係
の
考
察
、
お
よ
び
そ
の
家
・
村
・
地
域
に
即
し
た
検
討
の

必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
が
、
治
水
・
用
水
と
村
・
家
の
関
係
を
知
る
う
え
で
不
可
欠
な

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
治
水
・
水
利
か
ら
み
た
地
域
論
で
は
組
合
村
の
動

向
か
ら
「
自
生
的
近
代
化
」
や
近
代
社
会
へ
の
継
承
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
金
目
川
流
域

の
場
合
、
自
由
民
権
運
動
や
教
育
運
動
、
報
徳
運
動
な
ど
特
徴
的
な
動
向
が
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
政
治
的
文
化
的
特
色
が
上
述
の
治
水
・
用
水
を
通
し
た
地
域
運
営
・
利

害
調
整
の
経
験
と
ど
う
関
わ
る
の
か
も
地
域
史
上
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
貝
塚
氏
は
従
来
の
研
究
の
検
討
の
中
心
が
国
役
普
請
や
御
手
伝
普
請
な
ど
に
お
か
れ
、
誰
が

費
用
を
負
担
す
る
か
と
い
う
点
か
ら
の
形
態
論
の
趣
が
強
く
、
「
意
外
に
地
域
レ
ベ
ル
で
の
普
請

制
度
の
実
態
は
分
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
「
近
世
水
利
秩
序
の
構
造
と
展
開
1
武
蔵
国
横

見
郡
を
対
象
と
し
て
」
『
埼
玉
県
史
研
究
』
二
五
一
九
九
〇
年
）
。
ま
た
、
榎
本
氏
も
従
来
の

治
水
史
研
究
が
幕
府
政
策
史
の
観
点
か
ら
進
め
ら
れ
た
と
し
、
「
私
領
に
お
け
る
大
名
や
旗
本
の

治
水
へ
の
論
及
は
皆
無
」
と
研
究
史
を
総
括
し
て
い
る
。
（
「
近
世
後
期
多
摩
川
に
お
け
る
領
主

普
請
－
多
摩
郡
和
泉
村
を
事
例
に
1
」
『
史
学
研
究
集
録
』
三
一
二
〇
〇
六
年
）

（
2
）
中
根
賢
「
町
奉
行
大
岡
忠
相
の
小
田
原
領
支
配
－
享
保
十
～
十
七
年
の
酒
匂
川
治
水
を
中
心

に
」
（
『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
二
九
一
九
九
二
年
）
、
同
「
町
奉
行
大
岡
忠
相
の
地
方
御
用

と
そ
の
特
質
－
享
保
十
七
年
～
延
享
五
年
の
酒
匂
川
治
水
を
中
心
に
」
（
『
幕
藩
制
社
会
の
地
域

的
展
開
』
雄
山
閣
一
九
九
六
年
）
、
下
垂
清
「
田
中
休
愚
以
前
－
享
保
改
革
期
に
お
け
る
小
田

原
藩
の
酒
匂
川
普
請
」
（
『
小
田
原
地
方
史
研
究
』
二
四
　
二
〇
〇
七
年
）
な
ど

（
3
）
「
近
世
普
請
組
合
の
機
能
と
性
格
－
利
根
川
自
普
請
組
合
を
中
心
に
」
（
『
埼
玉
県
史
研
究
』

一
七
一
九
八
五
年
）
、
「
近
世
後
期
の
地
域
社
会
の
形
成
と
領
主
の
動
向
－
利
根
川
中
流
域
の

水
論
を
中
心
に
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
六
五
一
九
九
七
年
）
、
前
掲
註
（
1
）
貝
塚
論
文

（
4
）
「
水
利
秩
序
の
変
容
と
地
域
・
村
落
間
格
差
1
近
世
後
期
の
遠
州
地
方
の
用
水
相
論
を
通
し

て
－
」
（
『
地
方
史
静
岡
』
一
七
一
九
九
二
年
）

（
5
）
「
花
川
用
水
の
堰
普
請
と
用
水
組
合
」
（
『
寒
川
町
史
研
究
』
七
一
九
九
四
年
）

（
6
）
『
家
と
村
－
金
目
川
通
り
北
金
目
村
』
一
九
七
七
年
　
平
塚
市
博
物
館

（
7
）
①
「
享
保
期
に
お
け
る
治
水
政
策
の
転
換
過
程
－
金
目
川
を
中
心
と
し
た
普
請
形
態
の
動
向
」

（
『
法
政
史
論
』
七
一
九
八
〇
年
）
、
②
「
近
世
の
水
利
普
請
と
『
証
拠
書
物
』
に
つ
い
て
」
（
『
幕

藩
制
社
会
の
展
開
と
関
東
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
六
年
）

（
8
）
「
金
目
川
の
治
水
」
（
『
地
域
史
研
究
』
三
一
九
八
七
年
　
平
塚
地
域
史
研
究
会
）

（
9
）
『
平
塚
市
史
』
9
　
第
二
編
第
二
章
第
三
節
村
と
水
利
（
一
九
九
〇
年
）

（
1
0
）
こ
の
分
類
は
大
谷
貞
夫
「
享
保
期
の
治
水
政
策
」
（
『
関
東
近
世
史
研
究
』
一
〇
一
九
七
八
年
）

に
よ
る
。
な
お
、
大
谷
論
文
で
は
こ
れ
に
「
国
役
普
請
」
が
加
わ
る
が
、
本
稿
の
検
討
対
象
に

な
い
の
で
省
い
た
。

（
‖
）
『
平
塚
市
史
』
4
　
m
四
八

（
ほ
）
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』
三
巻
　
七
九
貢
（
雄
山
閣
）
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（
ほ
）
こ
の
時
の
洪
水
の
影
響
で
下
流
の
高
麗
寺
村
で
は
花
水
橋
の
上
下
に
「
中
之
川
な
が
れ
」
と

呼
ば
れ
る
荒
れ
地
が
発
生
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
慶
長
一
五
年
、
伊
奈
忠
次
に
よ
り
高
麗
寺
村

の
字
「
び
わ
く
び
」
で
蛇
行
し
て
い
た
川
筋
を
直
線
に
新
川
を
掘
る
筋
替
工
事
が
実
施
さ
れ
た

（
『
大
磯
町
史
』
1
　
近
世
恥
一
〇
六
）

（
1
4
）
南
北
金
目
村
付
近
の
金
目
川
の
流
路
は
南
北
朝
期
に
は
南
北
金
目
の
境
に
あ
り
、
そ
の
後
、

近
世
に
入
る
ま
で
に
現
在
の
川
筋
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
『
金
目
川
の
博
物
誌
』
平
塚

市
博
物
館
二
〇
〇
八
年
、
森
慎
一
「
平
塚
市
金
目
に
お
け
る
金
目
川
の
中
世
の
流
路
変
更
」
『
自

然
と
文
化
』
三
二
　
二
〇
〇
九
年
平
塚
市
博
物
館
）
。
こ
の
川
筋
の
変
更
が
こ
の
大
場
普
請
の

際
に
な
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
近
世
初
頭
に
お
い
て
幕
府
の
主
導
に
よ
り
普
請
さ
れ
た

こ
と
が
、
そ
の
後
の
御
普
請
所
と
し
て
の
大
堤
の
位
置
を
決
定
づ
け
た
と
い
え
よ
う
。

（
ほ
）
『
大
磯
町
史
』
1
近
世
竺
〇
六
。
な
お
、
徳
川
家
康
が
当
地
域
に
放
鷹
に
訪
れ
た
際
に

宿
泊
し
た
中
原
御
殿
も
伊
奈
忠
次
の
見
立
て
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
（
村
上
直
「
相
模
国
中
原
御

殿
に
関
す
る
妄
察
」
『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
〇
一
九
九
五
年
）
。

（
1
6
）
『
平
塚
市
史
』
4
　
些
二
九

（
巳
「
中
郡
」
は
戦
国
期
小
田
原
北
条
氏
の
支
配
下
で
使
わ
れ
た
郡
名
で
永
正
一
七
年
（
妄
一
〇
）

を
初
見
と
し
、
郡
域
は
大
住
郡
・
淘
綾
郡
の
ほ
ぼ
全
域
と
愛
甲
郡
の
表
で
、
現
在
の
平
塚
市
・

厚
木
市
・
伊
勢
原
市
・
秦
野
市
東
部
・
大
磯
町
・
二
宮
町
に
あ
た
る
。
近
世
で
は
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
以
降
、
例
を
み
な
い
と
さ
れ
る
が
（
『
神
奈
川
県
の
地
名
』
平
凡
社
）
、
貞
享
元

年
（
一
六
八
四
）
八
月
の
「
相
州
金
目
堤
修
復
御
普
請
人
足
割
に
付
奉
御
窺
候
之
覚
」
で
は
幕

領
村
が
主
張
す
る
金
目
川
堤
防
の
郡
役
範
囲
と
し
て
「
中
郡
惣
御
蔵
入
」
と
す
る
例
が
み
ら
れ

る
（
『
平
塚
市
史
』
4
　
塑
二
九
）
。

（
1
8
）
実
際
に
は
片
岡
村
・
飯
島
村
・
北
金
目
村
・
矢
崎
村
は
寛
永
三
年
、
北
大
縄
村
は
寛
文
四

年
か
ら
青
山
領
（
青
山
氏
は
寛
永
一
五
年
時
に
は
旗
本
、
正
保
五
年
よ
り
大
名
と
な
る
）
、
南
金

目
村
・
公
所
村
・
広
川
村
は
寛
文
三
年
か
ら
稲
葉
領
に
な
っ
て
い
る
。

（
1
9
）
な
お
、
こ
の
と
き
は
大
堤
だ
け
で
な
く
柳
堤
・
飯
島
堤
も
大
破
し
た
（
B
）
。

（
空
柳
川
正
孝
家
文
書
三
五
（
以
後
、
同
家
文
書
は
全
て
平
塚
市
博
物
館
寄
託
）

（
む
『
神
奈
川
県
史
』
資
料
編
4
　
恥
一
六
六

（
召
な
お
、
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
八
で
は
「
成
春
御
入
用
金
四
百
三
拾
両
余
被
下
候
」
と
あ
り
、

御
入
用
金
の
下
付
は
天
和
二
年
と
さ
れ
て
い
る
。

（
召
郡
役
が
幕
領
の
み
に
賦
課
さ
れ
た
と
す
る
記
述
は
、
寛
永
一
〇
年
（
一
六
三
三
）
の
地
方
直

し
以
前
の
当
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が
幕
領
で
あ
っ
た
た
め
に
生
ま
れ
た
認
識
か
も
し
れ
な
い
。
な

ぉ
、
の
ち
の
金
目
川
通
り
二
十
八
か
村
組
合
を
構
成
す
る
村
々
は
文
禄
期
に
お
い
て
二
六
か
村

が
徳
川
直
轄
領
で
あ
っ
た
。

（
望
貝
塚
氏
は
武
蔵
国
横
見
郡
に
お
け
る
普
請
の
人
夫
賦
課
と
し
て
の
「
郡
役
」
に
つ
い
て
「
幕

府
の
ひ
ざ
元
で
郡
を
単
位
と
す
る
役
が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

事
実
」
と
さ
れ
る
が
、
相
模
国
中
郡
で
も
郡
役
が
動
員
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
幕
領
の
み
の
動

員
で
あ
っ
た
り
、
扶
持
米
が
給
付
さ
れ
る
な
ど
、
武
蔵
国
横
見
郡
の
事
例
と
相
違
す
る
と
こ
ろ

も
み
ら
れ
る
（
前
掲
註
（
1
）
貝
塚
論
文
）
。

（
空
柳
川
正
邦
家
文
書
一
〇
（
以
後
、
同
家
文
書
は
全
て
平
塚
市
博
物
館
寄
託
）

（
哲
柳
川
正
邦
家
文
書
一
〇

（
㌘
『
平
塚
市
史
』
4
聖
九
（
以
下
、
こ
の
項
の
記
述
は
注
記
が
な
い
限
り
こ
の
史
料
に
よ
る
）

（
空
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
八

（
空
金
目
川
通
二
八
ケ
村
組
合
は
史
料
1
で
は
「
金
目
川
通
組
合
二
十
八
ケ
村
」
（
柳
川
正
邦
家

文
書
二
二
）
な
ど
と
し
て
み
ら
れ
る
。

（
讐
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
三

（
3
1
）
南
金
目
村
は
大
堤
の
普
請
に
よ
り
居
村
へ
水
が
入
る
危
険
が
あ
る
こ
と
、
大
堤
（
大
堤
に
付

属
す
る
堰
）
が
な
く
と
も
用
水
に
不
足
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
二
十
八
ケ
村
組
合
に
入
ら
な
い

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
『
平
塚
市
史
』
4
　
塑
二
九
）
。

（
3
2
）
前
掲
註
（
1
）
貝
塚
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
武
蔵
国
横
見
郡
の
郡
役
は
、
川
除
が
洪
水
の

危
険
の
あ
る
村
々
だ
け
で
な
く
郡
中
一
体
に
関
わ
る
と
い
う
郡
中
村
々
で
の
共
同
の
利
害
認
識

に
支
え
ら
れ
て
負
担
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
嘉
、
金
目
川
堤
防
の
場
合
、
洪
水

の
危
険
は
郡
中
に
遍
く
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
堤
防
普
請
の
利
害
認
識
が
郡
中
で
共
有
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
中
郡
の
郡
役
廃
止
の
背
景
に
は
利
害
認
識
を
共
有
し
な
い
村
々

の
郡
役
負
担
を
忌
避
す
る
動
向
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
警
た
だ
し
、
元
禄
一
〇
年
に
大
堤
普
請
で
幕
府
代
官
平
岡
三
郎
右
衛
門
が
人
足
を
郡
中
の
幕
領

へ
高
割
で
動
員
さ
せ
た
と
の
記
述
も
あ
る
（
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
八
）

（
3
4
）
『
平
塚
市
史
』
四
巻
完
二
頁
。
な
お
、
貞
享
三
年
六
月
四
日
、
洪
水
で
大
堤
が
決
壊
し
、

幕
府
代
官
国
領
半
兵
衛
の
見
分
を
受
け
御
入
用
金
二
二
〇
両
余
で
御
普
請
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ

の
と
き
、
南
金
目
村
内
の
川
幅
が
狭
い
た
め
大
場
が
決
壊
し
や
す
い
と
の
水
下
村
々
か
ら
の
訴

ぇ
が
あ
り
、
川
幅
の
拡
幅
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
工
事
後
の
川
幅
は
絵
図
に
記
録
さ
れ
後
年

の
基
準
と
な
っ
た
（
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
〇
）
。

（
警
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
八
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柳
川
起
久
雄
家
文
書
二
九

柳
川
正
邦
家
文
書
一
〇

『
平
塚
市
史
』
　
4
　
恥
四
三

柳
川
正
邦
家
文
書
一
〇

『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
三
・
四
八

（
4
1
）
『
平
塚
市
史
』
4
　
m
四
三

（
4
2
）
『
平
塚
市
史
』
4
　
肋
四
八
。
な
お
、
「
篠
尾
氏
系
譜
」
に
は
「
水
上
之
村
々
願
二
付
、
御
掘

割
被
成
候
」
と
あ
り
、
上
流
の
村
々
の
発
願
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
『
大
野
誌
』
一
三
三
貢
）

（
4
3
）
　
こ
の
時
、
幕
府
で
は
下
流
の
高
麗
寺
領
に
お
け
る
川
筋
変
更
の
案
が
あ
り
、
高
麗
寺
村
で
は

東
叡
山
を
介
し
て
の
差
し
止
め
訴
願
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
高
麗
寺
領
で
の
大

規
模
な
筋
替
え
工
事
は
中
止
さ
れ
、

一
巻
七
〇
七
～
七
二
一
貢
）
。

（
4
4
）
　
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
四

一
部
の
潰
地
が
発
生
す
る
工
事
で
済
ん
だ
（
『
大
磯
町
史
』

（
4
5
）
　
『
平
塚
市
史
』
　
4
　
m
四
五

（
4
6
）
『
平
塚
市
史
』
9
　
四
七
五
頁

（
4
7
）
『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
六
・
四
八

（
4
8
）
『
大
磯
町
史
』
一
巻
　
近
世
（
一
）
　
恥
一
一
四

（
4
9
）
柳
川
正
邦
家
文
書
二
八
　
な
お
、
こ
の
文
書
は
差
出
が
後
欠
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
0
）
浜
松
藩
士
田
副
秀
典
が
記
し
た
「
金
目
観
音
堂
縁
起
」
に
「
同
（
宝
永
）
七
年
庚
寅
春
三
月
、

土
木
功
成
」
と
あ
る
（
『
平
塚
市
史
』
　
1
　
恥
四
一
六
）
。

（
5
1
）
笹
尾
健
一
家
文
書
二
九
（
平
塚
市
博
物
館
寄
託
）
、
『
大
野
誌
』
　
二
二
六
貢
。
な
お
、
こ
の
と

き
御
入
用
金
は
二
二
一
両
二
分
余
、
杭
木
代
木
と
し
て
南
原
村
御
林
よ
り
二
三
〇
本
が
下
さ
れ
、

人
足
は
高
百
石
百
人
村
役
で
そ
の
余
は
一
人
五
合
ず
つ
下
さ
れ
た
。

（
5
2
）
『
平
塚
市
史
』
9
通
史
編
第
二
章
第
三
節
・
『
平
塚
郷
土
誌
事
典
』
（
一
九
七
六
年
）
・
山
崎
前

（
5
9
）
享
保
一
七
年
六
月
の
申
渡
で
は
「
用
水
悪
水
堀
渡
等
之
内
、
橋
普
請
之
節
、
大
工
手
伝
人
足

等
村
役
或
者
組
合
二
両
村
役
こ
仕
来
候
分
、
可
為
前
々
之
通
、
惣
両
村
役
自
普
請
仕
来
候
場
所
、

不
紛
様
こ
可
有
吟
味
事
」
と
あ
り
、
享
保
十
八
年
の
申
渡
に
は
「
定
式
普
請
所
之
外
、
在
々
何

れ
之
場
所
こ
限
ら
ず
、
川
通
水
除
堤
大
破
之
節
者
、
水
下
之
村
々
ハ
及
水
難
候
故
、
川
通
之
堤

川
除
者
、
前
々
御
普
請
之
有
無
年
数
等
相
札
、
御
普
請
所
こ
無
相
違
候
ハ
1
、
前
極
こ
准
し
遂

吟
味
、
無
拠
筋
こ
有
之
ハ
早
速
御
普
請
積
伺
差
出
之
、
（
中
略
）
自
普
請
こ
難
成
程
之
大
破
ハ
格

別
、
可
成
丈
こ
竹
木
諸
色
村
役
を
以
取
繕
、
又
者
向
寄
助
合
等
申
付
、
御
入
用
不
相
掛
様
こ
各

支
配
所
手
限
吟
味
可
有
之
事
」
　
（
『
牧
民
金
鑑
』
上
巻
七
四
一
～
七
四
八
東
）
　
と
あ
り
、
い
ず
れ

も
御
普
請
所
と
自
普
請
所
の
明
確
化
を
は
か
り
幕
府
の
普
請
経
費
削
減
を
図
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
（
大
谷
貞
夫
「
享
保
期
の
治
水
政
策
」
『
関
東
近
世
史
研
究
』
一
〇
一
九
七
八
年
参
照
）
。

（
6
0
）
　
こ
の
時
期
に
明
確
に
自
普
請
所
に
な
っ
た
と
す
る
史
料
は
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
以
降
も
御
普
請

は
僅
か
だ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
の
史
料
に
は
「
近
年
御
入
用
御
普
請
之
儀
も
不
被

仰
付
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
自
普
請
所
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
御
普
請
が
お
こ

な
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
認
識
・
表
現
が
さ
れ
る
。
な
お
、
「
金
目
川
堤
前
々
よ
り
御
入
用
御

普
請
之
覚
」
　
に
つ
い
て
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
当
時
の
文
書
所
蔵
者
柳
川
久
三
氏
は
「
享

保
二
十
年
卯
三
月
御
改
革
こ
付
、
金
目
川
自
普
請
所
卜
相
成
リ
シ
筋
、
北
金
目
村
ヨ
リ
其
筋
へ

提
出
シ
タ
ル
覚
書
之
写
」
と
説
明
を
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
享
保
二
〇
年
三
月
の
改
革
の
内

容
を
示
す
当
時
の
史
料
は
み
ら
れ
な
い
。

府
川
亀
男
家
文
書

柳
川
起
久
雄
家
文
書
二
一
・
柳
川
正
邦
家
文
書
一
〇
一

柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
二
・
柳
川
正
邦
家
文
書
一
〇
一
。
こ
の
助
郷
免
除
願
い
の
結
果
休

掲
（53）（54）（55）（56）（57）（58）

（
註
8
）
論
文

『
平
塚
市
史
』
2
　
恥
七
三

『
平
塚
市
史
』
4
　
恥
四
九
・
『
大
野
誌
』
　
二
二
七
頁

『
平
塚
市
史
』
4
　
肋
四
九

柳
川
正
邦
家
文
書
五
八

柳
川
正
邦
家
文
書
六
〇

柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
九
四

役
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
　
（
柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
五
三
）
。

（
6
4
）
な
お
、
詳
細
は
不
明
だ
か
、
大
場
で
は
同
年
に
「
新
規
御
囲
流
れ
堤
一
ヶ
所
御
普
請
」
と

「
大
堤
上
置
百
三
拾
三
間
半
、
其
外
御
国
堤
破
損
縛
等
」
も
実
施
さ
れ
た
　
（
柳
川
起
久
雄
家
文
書

二
七
七
・
四
二
二
）
。

（
6
5
）
大
滞
孝
二
家
文
書
八

（
6
6
）
友
牛
村
文
書
二
　
（
平
塚
市
博
物
館
寄
託
）

友
牛
村
文
書
二

大
渾
孝
二
家
文
書
九

矢
崎
村
に
は
当
時
こ
の
四
旗
本
領
の
ほ
か
幕
領
・
曽
谷
氏
領
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
分
は
書
き

上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
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柳
川
正
邦
家
文
書
二
七
七

柳
川
正
邦
家
文
書
一
三
一

柳
川
正
邦
家
文
書
三
九

柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
三
四

『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
九
巻
五
〇
頁

前
掲
註
（
7
）
木
龍
②
論
文

柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
五
〇

柳
川
正
邦
家
文
書
二
〇
五

柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
五
一

今
井
直
家
文
書
一
七
〇

今
井
直
家
文
書
一
七
一

（
8
1
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
七
〇

（
8
2
）
城
所
区
有
文
書
二
五

（
8
3
）
『
平
塚
市
史
』
4
　
二
二
二
頁

（
8
4
）
笹
尾
健
一
家
文
書
九
七
・
九
八

（
8
5
）
柳
川
正
邦
家
文
書
二
四
五

（
8
6
）
城
所
区
有
文
書
五
八

（
8
7
）
大
澤
孝
二
家
文
書
七
九
。
な
お
、

川
付
一
五
ケ
村
と
は
、
片
岡
・
広
川
・
公
所
・
長
持
入
部
・

根
坂
間
・
河
内
・
松
延
・
徳
延
・
朝
氏
・
久
松
・
山
下
・
飯
島
・
寺
田
縄
・
入
野
・
長
持
の
諸

村
で
あ
る
。

城
所
区
有
文
書
五
九

柳
川
正
邦
家
文
書
二
四
三

柳
川
起
久
雄
家
文
書
二
三
五

柳
川
起
久
雄
家
文
書
二
六
二

柳
川
起
久
雄
家
文
書
二
七
六

な
お
、
嘉
永
二
年
の
史
料
に
は
享
保
の
御
普
請
停
止
後
、
「
小
破
之
分
ハ
村
方
二
而
相
仕
立
、

右
扶
持
米
地
頭
所
よ
り
御
下
渡
こ
相
成
、
大
破
之
節
者
組
合
弐
拾
八
九
村
御
地
頭
所
よ
り
入
用

被
下
致
普
請
来
候
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
（
柳
川
起
久
雄
家
文
書
一
九
四
）
。
た
だ
、
享
保
期
以

降
寛
政
期
ま
で
は
二
十
八
ケ
村
組
合
の
活
動
が
停
滞
し
て
い
た
の
で
、
組
合
村
々
申
合
せ
の
う

え
で
の
各
領
主
へ
の
御
下
金
要
求
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
文
政
期
以
降
、
と
く
に

普
請
費
用
負
担
が
助
合
で
は
な
く
、
組
合
村
々
の
均
等
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
9
4
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
八
〇

（
9
5
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
二
五

（
9
6
）
城
所
区
有
文
書
六
〇
　
な
お
、
二
八
ケ
村
組
合
で
の
高
割
分
は
三
八
七
貢
余
で
普
請
費
用
全

額
と
の
差
引
額
は
北
金
目
村
が
負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
城
所
村
は

こ
の
割
付
額
に
つ
い
て
領
主
佐
倉
藩
よ
り
御
下
金
が
出
る
予
定
と
し
て
い
る
。

（
9
7
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
三
四

（
讐
『
平
塚
市
史
』
5
．
恥
八
八

（
9
9
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
四
八

（
1
0
0
）
城
所
区
有
文
書
六
〇

（
1
0
1
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
三
二
・
三
三
三

（
塑
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
三
四

（
塑
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
八
八

（
塑
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
三
七

（
塑
『
平
塚
市
史
』
5
　
m
八
八

（
塑
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
四
二
・
三
四
三

（
1
0
7
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
八
六

（
1
0
8
）
城
所
区
有
文
書
六
〇

（
1
0
9
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
四
八

（
1
1
0
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
八
七
・
八
八

（
m
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
八
八

（
1
1
2
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
八
九

（
1
1
3
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
m
九
〇

（
1
1
4
）
明
治
六
年
八
月
に
出
さ
れ
た
「
河
港
道
路
修
築
規
則
」
に
関
係
す
る
規
則
と
思
わ
れ
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
‖
5
）
『
平
塚
市
史
』
5
　
恥
九
四

（
‖
6
）
柳
川
起
久
雄
家
文
書
三
八
六
。
た
だ
し
、
「
北
金
目
村
外
廿
五
ケ
村
組
合
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
7
）
た
だ
、
治
水
組
合
も
被
害
を
受
け
る
村
と
構
成
村
が
一
致
す
る
組
合
村
な
ら
ば
、
ま
た
様
相

は
異
な
ろ
う
。

（
‖
8
）
「
治
水
・
水
利
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
・
「
近
世
・
近
代
移
行
期
の
用
水
と
村
々
－
大
麻
生

堰
組
合
な
ど
の
荒
川
水
系
用
水
組
合
を
事
例
と
し
て
－
」
（
渡
辺
尚
志
編
『
近
代
移
行
期
の
名
望

家
と
地
域
・
国
家
』
　
名
著
出
版
　
二
〇
〇
六
年
）


